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全景 (北西から)


南区 (北西から)


中居林遺跡







遺物出土状況


出土土器


中居林遺跡 第30号土坑
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序


青森県埋蔵文化財調査センターでは､ 平成��年度に県道八戸環状線道


路建設事業予定地内に所在する八戸市長久保 (�) 遺跡と中居林遺跡の発


掘調査を行いました｡


長久保 (�) 遺跡では､ 縄文時代中期の竪穴住居跡や土坑が検出され､


平成��年度の発掘調査で発見された集落の広がりが明らかとなりました｡


中居林遺跡では､ 縄文時代の土坑群が検出され､ その中の�基には､ 土器


や石器とともに貝の形をしたアスファルト塊が埋納されていました｡ また､


縄文時代中期末葉から後期初頭と弥生時代の良好な遺物包含層も確認され


ました｡


本報告書は､ 平成��年度長久保 (�) 遺跡・中居林遺跡発掘調査事業


の調査成果をまとめたものです｡ 両遺跡の調査成果が､ 広く埋蔵文化財の


保護と研究に活用され､ 地域社会の歴史・文化を理解するための普及活動


に資することを期待します｡


最後になりましたが､ 発掘調査の実施と報告書の作成にあたり御指導御


協力を賜りました関係各位に心から感謝申し上げるとともに､ 今回の発掘


調査において調査指導を賜り､ 昨年急逝された市川金丸先生の御冥福をお


祈り致します｡


平成��年�月


青森県埋蔵文化財調査センター


所 長 末 永 五 郎







例 言
� 本報告書は､ 県道八戸環状線道路建設事業に伴い平成��年度に青森県埋蔵文化財調査センターが
発掘調査を実施した､ 長久保 (�) 遺跡及び中居林遺跡の発掘調査報告書である｡


� 長久保 (�) 遺跡の所在地は八戸市大字糠塚字長久保�外､ 中居林遺跡の所在地は同市大字中居
林字中居林��－��外である｡ 青森県遺跡番号は､ 長久保 (�) 遺跡が�����､ 中居林遺跡が
�����である｡


� 長久保 (�) 遺跡の発掘調査は､ 平成��年度に青森県埋蔵文化財調査センターが実施した発掘調
査を第一次調査とする｡


	 本報告書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し､ 青森県教育委員会が作成した｡ 執筆は､ 佐
藤・大平文化財保護主査､ 岡本文化財保護主事が協議の上行い､ 執筆者名を各章又は節の末尾に記
した｡ 依頼原稿は執筆者名を文頭に記した｡


� 発掘調査及び整理作業・報告書作成の経費は､ 調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担し
た｡



 出土資料の鑑定及び分析については次のとおり委託した｡ (敬称略)
石器の石質鑑定：佐々木辰雄 (青森県立八戸中央高等学校教諭)
放射性炭素年代測定：㈱加速器分析研究所


� 遺物の写真撮影は､ シルバーフォト・スタジオエイト両社に委託した｡
� 本報告書に掲載した地形図は､ 国土地理院発行の�万�千分の�地形図 ｢八戸西部・南東｣ ・
｢八戸東部・南西｣ ・ ｢新井田・北西｣ ・ ｢新井田・南西｣ ・ ｢苫米地・北東｣ ・ ｢苫米地・南東｣
の各図､ 青森県縮尺�千�百分�数値地形図を複写・加工したものである｡


� 参考文献は本文の末尾に一括したが､ 依頼原稿については文末に記している｡
�� 各遺物の属性等を記した観察表は本文の末尾に一括した｡
�� 発掘調査及び報告書作成における出土品・実測図・写真等は､ 現在､ 青森県埋蔵文化財調査セン
ターで保管している｡


�� 発掘調査及び本報告書の作成に際して､ 下記の機関・諸氏からご指導・ご協力を得た｡ (順不同・
敬称略)
八戸市教育委員会､ 藤沼邦彦､ 関根達人､ 瀬川 滋､ 村木 淳､ 宇部則保､ 大野 亨､
小保内裕之､ 渡 則子､ 森 淳､ 小久保拓也､ 永嶋 豊､ 杉山陽亮､ 船場昌子､ 長田友也､
岩田貴之､ 藤田徹也


用 例 ・ 凡 例
� 公共座標は旧日本測地系に基づき､ 挿図中の方位は座標北を示す｡
� 挿図の縮尺は､ 各図にスケールを付した｡
� 遺構平面図中の柱穴及び小穴の深さは､ 確認した面からの数値を ( ) 内に示した｡ 単位は㎝で
ある｡


	 遺物写真の縮尺は統一していない｡ また､ 写真図版の遺物番号は挿図番号と一致する｡
� 挿図中で用いた網掛けは下記の通りである｡


石器；スリ面 その他は必要に応じ個別に記載した｡



 本書で使用した略号は下記の通りである｡
遺構 SI：竪穴住居跡 SK：土坑 P：掘立柱跡群の柱穴､ その他のピット
遺物 P：土器 S：自然礫 C：炭化物
火山灰 To－ｈ：八戸火山灰 To－b：十和田b降下火山灰


� 堆積土の色調は､ 小山正忠・竹原秀雄編 『新版 標準土色帖』 ��版 (����年) によった｡
� 遺跡内の堆積土は､ 遺跡全体に共通する自然堆積層 (基本層序) をローマ数字で､ 各遺構の堆積
土を概ね堆積の新しい順に算用数字で付した｡


� 土器の破断面のうち､ 擬口縁と考えられる部分は形状通り表現した｡
�� 礫石器で使用痕が認められる位置を､ 断面図に├───┤で表した｡
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第�章 調査の概要
第�節 調査に至る経緯
県道八戸環状線道路建設事業の実施計画に伴い､ 当該事業予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱


いについて､ 平成��年度に青森県県土整備部道路課と青森県教育庁文化財保護課が協議し､ 平成��年


�月に文化財保護課が確認調査を実施した｡ 調査の結果､ 長久保 (�) 遺跡を含めて�遺跡が新規登


録され､ 平成��年�月～�月に､ 長久保 (�) 遺跡の用地買収が完了した区域について本発掘調査が


行われた (第一次調査)｡ また､ 中居林遺跡は平成��年度に青森県教育委員会の文化財パトロール事


業により遺物の散布が確認され､ 平成��年�月に新規登録された｡ この後､ 用地買収等の進捗に伴い､


平成��～��年度に道路課・八戸県土整備事務所道路整備課 (現 三八地域県民局地域整備部道路整備


課) ・文化財保護課が協議を重ねた結果､ 平成��年度に長久保 (�) 遺跡の追加調査と中居林遺跡の


確認調査を青森県埋蔵文化財調査センターが担当して行うことになった｡ 平成��年��月には道路整備


課・文化財保護課・埋蔵文化財調査センターが､ 調査予定地の現地確認と打ち合せを行い､ 平成��年


�月には､ 発掘調査に先立って現地で最終的な調査の打ち合わせを行った｡


第�節 調査要項
� 調査目的


県道八戸環状線道路建設事業の実施に先立ち､ 当該地区に所在する長久保 (�) 遺跡､ 中居林遺


跡の発掘調査を行い､ その記録を保存して､ 地域社会の文化財の活用に資する｡


� 発掘調査期間 平成��年�月��日から同年�月�日まで


� 遺跡名及び所在地 長久保 (�) 遺跡 (青森県遺跡番号	����)


八戸市大字糠塚字長久保
外


中居林遺跡 (青森県遺跡番号	����)


八戸市大字中居林字中居林��－�
～��・��・��－�外


� 調査面積 長久保 (�) 遺跡 �
	㎡


中居林遺跡 
, �		㎡



 調査委託者 青森県県土整備部道路課


� 調査受託者 青森県教育委員会


� 調査担当機関 青森県埋蔵文化財調査センター


� 調査体制


調査指導員 市川 金丸 元青森県考古学会会長 (考古学)


調 査 員 松山 力 八戸市文化財審議委員 (地質学)


葛西 勵 前青森短期大学教授 (考古学)


調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター


所長 白鳥 隆昭 (現 青森県立郷土館館長)


次長 三浦 圭介 (平成�	年�月退職)


総務GL 櫻庭 孝雄
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調査第二GL 工藤 大


文化財保護主査 佐藤 真弓


文化財保護主事 岡本 洋


調査補助員 關 尊文 (平成��年�月退職) ・


山脇 健一 (平成��年��月退職) ・


西本 結美・前田 沙樹


第�節 調査方法
発掘調査に当たっては職員�名・調査補助員�名・発掘作業員��名の体制をとり､ 長久保 (�) ・


中居林両遺跡の調査を併行して実施するため当初は人員を�分した｡


長久保 (�) 遺跡の調査はグリッド法を基本とした｡ 原点は第一次調査と同じく､ 日本測地系によ


る公共座標値X＝��,���､ Y＝��,	��である｡ �グリッドは�×�ｍとし､ 原点から南に向かってA・


B・C・・・の順にアルファベットを､ また東に向かって�・�・�・・・の順に算用数字を付し､


A��・A��・・・のように組み合わせてグリッド名とした｡ また､ 北西角の杭でグリッドを代表さ


せた｡ 標高値は､ 第一次調査のベンチマークが失われていたため､ 業者に委託して新たに設置したベ


ンチマークの値を採用した｡ この値は第一次調査の値と等高線レベルで�ｍ程度の誤差を生じている


が､ 先述の通り前回のベンチマークが失われているため修正は不可能であった｡ 表土並びに包含層の


掘削は人力で行い､ 排土の移動には重機を使用した｡ 遺構番号は第一次調査からの連番とし､ 種別ご


との確認順に新たな番号を付した｡


中居林遺跡ではグリッド法を採用せず､ 遺物は任意に設定した確認調査トレンチごとに取り上げた｡


トレンチ番号は調査開始順に付し､ 遺物の出土有無に関わらず地山が確認できるまで掘削した｡ 確認


調査トレンチの掘削及び埋め戻しは人力を主としたが､ 西斜面の調査では排土量が多く重機も使用し


た｡ 本発掘調査では基本的にローム層 (基本層序Ⅵ層) 直上までを重機によって掘り下げた後､ 人力


で遺構確認を行った｡ 調査地点の記録に当たっては､ 長久保 (�) 遺跡から公共座標値及びベンチマー


クを移動した上で光波トランシットにより測量し､ 株式会社アイシン精機の遺構実測支援システムを


用いて図化した｡ 本発掘調査区内の遺構番号は､ 北区・南区に関わらず通し番号として種別ごとの確


認順に付した｡


なお､ 両遺跡とも遺構実測には簡易遣り方測量と､ 先述の遺構実測支援システムを併用した｡ 実測


図は縮尺二十分の一を基本として作成し､ 遺構規模の小さいものについては十分の一に変更した｡ ま


た､ 写真撮影は��㎜カラーリバーサル・��㎜モノクロームの各フィルム及びデジタルカメラを用いて


適宜行った｡ 中居林遺跡の全景撮影は､ �×�版カメラと��㎜カメラを搭載したラジコンヘリを使用


し､ カラーリバーサルフィルムで行った｡


第�節 発掘作業の経過
� 長久保 (�) 遺跡


現地調査に着手したのは�月��日で､ 環境整備の後粗掘りを開始した｡ �月�
日までに概ね表土除


去を終え､ 順次遺構確認を開始した｡ この間､ 業者に委託して調査区内に公共座標値並びにベンチマー
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クを移動した｡ 調査区内の遺物包含層は全体に薄く､ 遺構確認作業は順調に進み､ �月��日には遺構


精査を開始した｡ 遺物包含層が比較的厚かった斜面下側ではその掘り下げを継続し､ 遺構確認に努め


た｡ �月��日に全景写真を撮影した後､ 未了であった住居跡の精査を継続するとともに､ 調査区内を


一部深掘りして高館火山灰上面の調査を行ったが遺構・遺物は確認されなかった｡ �月��日からは一


部の発掘作業員を中居林遺跡の確認調査に向かわせた｡ �月��日に必要箇所の埋め戻しを行い､ 発掘


調査を終了した｡ 調査面積は���㎡である｡ 翌��日からは全員が中居林遺跡の発掘調査に合流した｡


� 中居林遺跡


�月��日に道路建設予定地の用地買収が完了した区域について確認調査を開始し､ 遺跡としての既


登録地である丘陵東斜面から順次､ 任意の大きさでトレンチを入れた｡ 同区域では計��箇所のトレン


チを調査し､ 縄文・弥生時代の遺物包含層と古代の遺構を確認した｡ ほとんどの部分で本発掘調査を


行う必要があると判断されたため､ �月�日に調査を終えた｡ �月�日には丘陵西斜面の調査を開始


した｡ 繁茂した下草や伐採後放置された杉材の処理に悩まされ､ その除去に重機も使用した｡ �月��
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日､ ��トレンチで土坑�基を検出したため､ 調査範囲を広げる必要が生じ､ 長久保 (�) 遺跡の発掘


作業員の一部を合流させた｡ また､ 同日から丘陵東斜面裾の平坦地の確認調査を行った｡ 同区域では


計�箇所のトレンチを入れ､ �月��日に終了した｡


丘陵西斜面では､ 計��箇所のトレンチを入れた｡ ��・��トレンチで遺構を検出したため､ 重機も用


いて調査範囲を拡張した結果､ 広い範囲に遺構が分布していることが分かった｡ 同区域は丘陵東斜面


に先行して道路工事が開始されるため､ 丘陵頂部を南北に走る八戸市道惣善前・小沢線の西側で計


�,���㎡の本発掘調査を行うこととし､ 長久保 (�) 遺跡の発掘調査を終えた人員も合流して�月��


日に遺構精査を開始した｡ 調査期間が短いため､ 表土並びに包含層の除去には重機を使用した｡ 出土


遺物は極めて少なく､ また確認された遺構が土坑のみであったため調査は順調に進行した｡ �月�日


から全景写真撮影に備えた清掃を行うとともに､ 併行してテレビ塔周辺での遺構確認作業を行った｡


�月�日には､ 航空写真撮影と必要箇所の埋め戻しを行い､ 現地調査を終了した｡ 確認調査を含めた


調査面積は､ 計�,	��㎡である｡ 今回の発掘調査で新たに遺構又は遺物包含層が確認された区域は､


同年��月に中居林遺跡の範囲に追加された｡


第�節 整理作業の方法と経過
発掘調査で出土した遺物の数量は､ 段ボール箱換算で長久保 (�) 遺跡が土器�箱､ 石器�箱､ そ


の他陶磁器等�箱で､ 他に少量の土壌サンプルがある｡ 中居林遺跡が土器�箱､ 石器�箱､ その他陶


磁器等�箱であった｡ 各遺物は取り上げ単位ごとに水洗・注記を行った後､ 分類・接合した｡ 土壌サ


ンプルは当センター内で水洗選別したが､ 目立った回収物は得られなかった｡ 土器は文様のある破片


や､ 調整などが特徴的で時期の分かるものを中心に実測した｡ 石器は刃部加工や使用痕のあるものす


べてを､ 土製品・石製品は全点を実測した｡ 遺物実測図は手作業でトレースした｡ 陶磁器は一部の写


真撮影のみを行い､ 図化はしていない｡


遺構実測図はスキャナで読み取り､ 株式会社CUBICの遺構実測支援ソフトでデジタルトレースし


た｡ 調査時に付した遺構番号は基本的に変更していないが､ 検討の結果欠番としたものがある｡


第�節 遺跡の位置と環境
� 遺跡の位置及び周辺の地形・地質


長久保 (�) 遺跡及び中居林遺跡は､ 八戸市中心街から南へおよそ�㎞､ 現在の海岸線からおよそ


�.�㎞内陸の段丘上に所在する｡ 八戸市内には､ 岩手県葛巻町袖山に源を発する馬淵川が南東から､


同じく新井田川が南から注いでおり､ 八戸低地が形成されている｡ 八戸低地の南には両河川に挟まれ


た八戸段丘があり､ 低地部と段丘部を合わせて八戸平野と称している｡ 八戸段丘は小河川によって開


析され､ 両遺跡を載せる段丘は東に新井田川､ 西に土橋川が流れる間を北に向かって舌状に張り出し


ている｡ 八戸市付近の段丘は松山 (�
��) により､ 高位の蒼前平段丘から低位の田面木段丘まで�つ


に区分され､ 両遺跡は中位である白銀平段丘及びその開析地に立地する (図�)｡ また､ この部分は


水野・堀田 (�

�) による段丘中位面 (GⅡＣ～Ｄ) に当たる｡ 白銀平段丘は下部から天狗岱火山灰層､


高館火山灰層､ 八戸火山灰層､ 南部浮石層によって構成されている｡ なお､ 両遺跡周辺の地形および


地質の詳細は､ 第一次調査の報告書である 『長久保 (�) 遺跡』 (青森県教育委員会 ����) を参照
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初となる古墳時代の集落跡が発見されたほか､ 旧石器時代のナイフ形石器などが多量に出土したこと


で注目を集めている｡ また､ 現在八戸ニュータウンが造成されている土橋川を挟んだ丘陵地には､ 丹


後谷地遺跡など縄文時代後期を主体とする遺跡や田面木平 (�) 遺跡を初めとする古代の集落遺跡が


あり､ 丹後平古墳のような終末期古墳も遺されている｡


今回､ 長久保 (�) 遺跡では第一次調査に引き続き縄文時代中期後半の集落跡が調査され､ 中居林


遺跡では縄文時代早期から前期初頭の落とし穴状遺構・後期初頭の土器を埋納したフラスコ状土坑､


縄文時代中期末葉～後期初頭・弥生時代の遺物包含層を確認している｡ これらに関連する周辺遺跡の


状況を述べると､ 中居林遺跡の西方約�㎞にある鶉窪遺跡では､ 逆茂木を伴った円形の落とし穴状遺


構が県内で初めて調査され､ 縄文時代早期末葉から前期初頭に位置づけられた｡ 縄文時代中期後半に


は､ 新井田川右岸の松ヶ崎遺跡 (旧西長根遺跡を含む) が大規模な集落として知られている｡ 縄文時


代中期末葉から後期初頭の集落は､ 新井田川支流の松館川沿いに牛ヶ沢 (�) 遺跡､ 黒坂遺跡がある


ほか､ 当該時期の土器型式である牛ヶ沢式の標識資料を出土した牛ヶ沢 (�) 遺跡が､ 前述の鶉窪遺


跡の東に所在する｡ 後期には土橋川の西に位置する丘陵地に多くの遺跡が営まれ､ 田面木平 (�) 遺


跡・丹後平 (�) 遺跡・丹後谷地遺跡などが初頭から中葉の遺跡として知られている｡ 弥生時代の遺


跡は新井田川流域を中心に点在しており､ 縄文時代の遺跡として著名な是川遺跡では弥生時代の前期


の遺構とともに遠賀川系土器が出土している｡ 弥生時代前期後葉の集落は新井田川流域の牛ヶ沢 (�)


遺跡､ 風張 (�) 遺跡､ 弥次郎窪遺跡､ 田向冷水遺跡などで発見されたほか､ 馬淵川右岸の田面木平


(�) 遺跡､ 八戸城跡でも竪穴住居跡が調査されている｡ 弥生時代後期の土器は､ 多くの遺跡で断片


的に出土する傾向にあるが､ 根城跡や弥次郎窪遺跡で比較的まとまって見つかっている｡


県道八戸環状線道路建設事業予定地内に所在する遺跡では､ 東から田向遺跡､ 糠塚小沢遺跡､ 糠塚


大開 (�) 遺跡の発掘調査が既に行われており､ 田向遺跡で縄文時代と古代の集落跡､ 糠塚小沢遺跡


で縄文時代中期末葉の集落跡､ 糠塚大開 (�) 遺跡で縄文時代前期の集落跡が発見されている｡ 長久


保 (�) ・糠塚小沢・中居林遺跡は隣接しており､ 縄文時代中期中葉から後期初頭にかけて西から東


へ地点を移動するように遺跡が営まれている｡ また､ 糠塚小沢遺跡では中居林遺跡と同じく縄文時代


後期初頭・弥生時代前期後葉の土器も少量ながら出土している｡ なお､ 近隣遺跡の発掘調査例として､


長久保 (�) 遺跡西側の沢を下った所にある長久保 (�) 遺跡と狐森遺跡で縄文時代中期の土器が出


土しており､ 中居林遺跡の位置する丘陵東裾の狐平遺跡では古代の竪穴住居跡が発見されている｡


� 遺跡の基本層序


長久保 (�) 遺跡と中居林遺跡は､ 地質的には白銀平段丘とその開析地に立地するため概ね類似し


た堆積環境にある｡ 第一次調査の報告書 (青森県教育委員会 ����) で堆積状況の概要が示されてお


り､ 遺物の取り上げ及び遺構確認の基準となる基本層序Ⅰ～Ⅵ層は第一次調査の層番号を踏襲した｡


八戸火山灰層以下については層番号の整理を行ったため前掲書とは若干の異同が生じているが､ 当該


層から遺物は出土しておらず､ 混乱を来たすことはない｡ また､ 層番号は長久保 (�) 遺跡・中居林


遺跡で共通とし､ 以下に各層の概要を記す｡


Ⅰ層：表土層である黒色土又は黒褐色土｡


Ⅱ層：白色浮石 (To－ｂ) を含む黒色土｡
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Ⅲ層：中掫浮石を含む黒色土または黒褐色土｡ 土壌化の程度によりさらに細分される｡


Ⅳ層：中掫浮石層｡ 旧地形の窪みには厚く堆積する｡


Ⅴ層：南部浮石を含む黒褐色土｡ 土壌化の程度によりさらに細分される｡


Ⅵ層：八戸火山灰からの漸移層であるローム質黄褐色土｡ 一部ローム層またはロームと記した｡


Ⅶ層以下は周知の火山灰層と対応する｡ (Ⅶ層：八戸火山灰Ⅵ層相当軽石層｡ Ⅷ層：八戸火山灰


Ⅴ層相当白色粘質土｡ Ⅸ層：八戸火山灰Ⅳ層相当軽石層｡ Ⅹ層：八戸火山灰Ⅲ層相当粘質土｡ �


層：八戸火山灰Ⅱ層相当軽石層｡ �層：八戸火山灰Ⅰ層相当粘質土｡ �層：高館火山灰層｡)


以上を基本に､ 含有物など細かな堆積の違いは必要に応じて細別した｡ なお､ Ⅱ・Ⅳ層は調査区内


随所でこれを欠くか､ ごく薄くしか堆積していない｡ 混入または上下を画する火山灰から､ Ⅱ層は弥


生時代前期以降､ Ⅲ層は縄文時代前期中葉以降､ Ⅴ層は縄文時代早期以降の堆積土と考えられるが､


各層厚は調査区内において一様ではなく､ 層間も漸移的に変化していることが多いため各時期の遺物


は混在して出土する傾向にある｡


長久保 (�) 遺跡は､ 北壁及び西壁で堆積状況を記録した｡ 図�－①は斜面に直交する北壁の状況


である｡ 表土直下がⅢ層､ その下はⅥ層である｡ 斜面部ではⅡ層は堆積していないか削平または流出


により確認できず､ Ⅲ層の厚さは全体に薄い｡ Ⅴ層は部分的に存在し､ Ⅵ層は場所によって層厚が異


なる｡ 図�－③は調査区内で最も低位にある西壁の状況である｡ 整地層は宅地造成に伴うもので､ Ⅲ


層は上下に分かれる｡ また､ 斜面部ではっきりしなかったⅤ層の堆積が認められる｡ 遺物の多くはⅢ


層から出土しており､ 調査区内の遺物量は当該層の残存度に応じている｡ 図�－②は､ セクションA－


Bラインにみられる高館火山灰中の不整合面である｡ �～�層内に最大で上下�㎝ほどのずれを生じ


ており､ 整然とした堆積層に歪みが認められる｡ このような不整合面は､ 幅約�.�ｍの深掘トレンチ


内に��箇所程度､ いずれも縦方向に確認され､ 八戸火山灰Ⅱ層以上には達していないようである｡ 調


査員の松山氏によれば､ 古い時代の地震痕跡とのことである｡


中居林遺跡は､ 本発掘調査を行った南区南壁と､ 確認調査�トレンチ南壁で堆積状況を記録した｡


図�－④は南区の土層である｡ 表土直下がⅢ－�層で､ 本層は微細な炭化物を含むものの､ 土壌化の


程度が弱い褐色土である｡ その下に確認されるのは南部浮石を含むⅤ層相当層であるが､ こちらも土


壌化は進んでいない｡ 上のような状況は本発掘調査区域全体に共通する｡ また､ 調査区内の一部の土


坑ではⅥ層とⅦ層の境界で遺構掘方の不整合が認められ､ 地震あるいは豪雨による地滑りの痕跡と考


えられる｡ このような痕跡は八戸市内の多くの遺跡で観察されており､ 牛ヶ沢 (�) 遺跡では中掫浮


石層 (本遺跡のⅣ層) 及び八戸火山灰中､ 市内北西部の笹ノ沢 (�) 遺跡では八戸火山灰Ⅳ層とⅢ層


(本遺跡のⅨ層とⅩ層) の境界で発生している｡ パミスと粘質土の互層で構成される八戸市域の段丘


では地滑りが発生し易く､ 不整合が認められる層は各遺跡で異なっているため､ これらが広域に連動


した災害であるかどうかは現時点で判断できない｡ 同一遺跡内における同時期の遺構同士でも地滑り


の痕跡が確認できるものとできないものが混在し､ 発生した時期の確定を困難にしているが､ 笹ノ沢


(�) 遺跡では縄文時代後期かそれより後と推定されている (青森県教育委員会 ����)｡ 図�－⑤は


確認調査�トレンチの土層である｡ 表土下にⅡ層が残存し､ Ⅲ層との境界は漸移的である｡ Ⅲ・Ⅴ層


の堆積は厚く､ 色調によって細別できる｡ Ⅵ層上面ではわずかに湧水が認められた｡ (岡本)
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第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ
第�節 遺跡の概要
八戸市街地の南方約�㎞に位置する本遺跡は､ 標高��～��ｍの段丘上に立地し､ 平成��年に新規登


録された｡ 平成��年に行われた第一次調査では､ 縄文時代中期の竪穴住居跡�軒 (円筒上層e式期�


軒・最花／大木�式期�軒)､ 同時期のフラスコ状土坑�基が検出され､ 縄文時代中期後半を主体と


する集落であることが知られている｡ 当該調査では縄文時代早期から前期初頭の落とし穴状遺構�基､


炭窯跡�基なども検出された｡ 炭窯跡は平安時代の所産である可能性と新潟県域で見つかっているも


のとの形態的共通性が指摘されている｡ また､ 縄文時代中期中葉から末葉に帰属するイノシシ形土製


品が出土したことが特記される｡ 調査成果は 『長久保 (�) 遺跡』 (青森県教育委員会 ����) とし


て刊行されており､ 今回の調査は図�に示すようにその隣接地に当たる｡ (岡本)


第�節 検出遺構と出土遺物
� 竪穴住居跡


第�号竪穴住居跡 (図�)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ F・G－�に位置する｡ 遺物包含層であるⅢ層を除去した後､ Ⅴ


層面で確認した｡


[規模・形状] 平面形は､ �×�.�ｍの不整な楕円形を呈する｡ 床面積は�.�㎡である｡


[堆積土] 黒褐色～暗褐色の堆積土がわずかに残存しており､ �層に分層した｡ 一様な堆積であり､


Ⅴ層を母材とした土の自然堆積と考えられる｡ �層中には焼土ブロックと炭化材が含まれる｡


[壁・床面] 壁は外傾して立ち上がり､ 残存高は�～�㎝である｡ 床面はやや起伏をもち､ 斜面に


従って全体に傾斜している｡ 床面中央付近に径��㎝の被熱範囲があり､ その脇に��×��㎝､ ��×��㎝


の硬化面がある｡


[炉] 被熱は弱いが､ 前項に記述した床面被熱範囲が地床炉と考えられる｡


[柱穴・施設] ピットは�基検出されており､ P�・�は主柱穴の可能性がある｡ P�は��×��㎝､


深さ��㎝｡ P�は��×��㎝､ 深さ�㎝｡ P�は直径��㎝､ 深さ��㎝｡ いずれの覆土も住居跡の堆積土
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図� 西壁の土層堆積状況 図� 高館火山灰の調査
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図� 長久保 (�) 遺跡遺構配置図







に近似した､ 黒褐色または暗褐色土である｡


[出土遺物] 炉の周囲から､ 磨石 (�)､ 敲石 (�)､ 石皿 (�) が出土した｡ �はヒン岩を素材と


している｡ 球状で上面に磨り痕があり､ 器面は滑らかである｡ �はチャートを素材としているもので､


上面には浅い敲打痕が見られる｡ �は砂岩の板状礫を素材としている｡ 上面を使用しており､ 中央付


近は特に滑らかである｡ いずれも床面からはやや浮いていた｡ また､ 炭化材の下からは使用痕のない


被熱した礫が出土した｡


[時期] 時期を明確に示す遺物は出土していないが､ 同一グリッドの包含層からは縄文時代中期後


葉の土器が多く出土しているため､ 本住居跡は当該時期の所産と考えてよいであろう｡


第�号竪穴住居跡 (図�)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ J・K－��・��に位置する｡ Ⅲ層を除去した後､ Ⅴ層下面で確認


した｡


[規模・形状] 平面形は�.�×�.�ｍの円形で､ 床面積は�.�㎡である｡


[堆積土] �層に分層した｡ �～�層は廃絶後の自然堆積と考えられ､ �層は貼床である｡ �層中


に焼土ブロックと炭化材を含む｡


[壁・床面] 床面はほぼ全体に貼床が施され､ 硬化も認められる｡


[炉] 炉は検出していない｡


[柱穴・施設] 床面から掘り込まれたピットを�基確認した｡ P�は��×��㎝､ 深さ�㎝｡ P�は


��×��㎝､ 深さ��㎝である｡ また､ 斜面上方に当たる壁際で直径・深さとも��㎝程度の小穴が�基確


認され､ これらは壁柱穴と考えられる｡


[出土遺物] 縄文土器片が�点 (��ｇ) 出土している｡ �は縄文RLが施された深鉢で､ 異条であ


る可能性がある｡ 時期は中期後半と考えられる｡ �・�は同一個体の小さな深鉢で､ 器面には縦方向


に条痕が施される｡ 糠塚小沢遺跡�号住居で類似土器が出土しており (青森県教育委員会 ����)､


その共伴土器からは縄文時代中期末葉の所産と考えられる｡ �は床面直上で出土した敲石である｡ 粗


粒玄武岩を素材としており､ 複数の敲打痕が見られる｡ 凹孔はどれも浅く､ 使用による剥離が一部に


見られる｡


[時期] 時期を明確に示す遺物は出土していないが､ 堆積土出土の土器や同一グリッドの包含層出


土土器は縄文時代中期に属し､ 中でも中葉を主体とする｡ 本住居も当該時期に営まれたものと推定で


きる｡


� 土坑


第�号土坑 (図��)


I・J－��グリッドに位置する｡ 一次調査で調査区外であった北西部分の精査を行った｡ 完掘後の形


状は�.�×�.�ｍの楕円形で､ 深さは��㎝である｡ 前回調査時と同様､ 底面付近で木炭片の密集がみら


れたが､ 壁面や底面は赤化しておらず､ 明瞭な被熱の痕跡は認められなかった｡ 縄文土器片が�点


(�ｇ) 出土したが､ 図化できなかった｡


第��号土坑 (図��)


D・E－��・��グリッドに位置する｡ 一次調査で調査区外であった西側部分の精査を行った｡ 完掘
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後の形状は､ 上面が�.�×�.�ｍの不整な楕円形､ 底面が�.�×�.�ｍの不整な円形で､ 深さは�.�ｍであ


る｡ 底面は平坦で､ 中央付近に直径・深さとも��㎝ほどの小穴が�基検出された｡ 壁は外側に開くよ


うに立ち上がっているが､ 壁際には崩落土とみられるロームまたは八戸火山灰の堆積がみられ､ 旧来


はフラスコ状土坑であったと推定できる｡ 遺物は､ 縄文土器片が�点 (�ｇ) 出土した (�)｡ 縄文


RLRが施された深鉢片で､ 縄文時代中期のものと考えられる｡
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第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ H－��グリッドに位置する｡ Ⅵ層面で確認した｡


[規模・形状] 開口部・底面ともに�.�×�.�ｍの不整な楕円形を呈し､ 確認面からの深さは�.�ｍを


測る｡


[堆積土] ��層に細分された｡ 壁際は明黄褐色～褐色の崩落土が主体に､ 中央部には褐色または暗


～黒褐色土がレンズ状の堆積を示しており､ 自然堆積の様相を示す｡ 開口部や壁面が崩落を繰り返し


ながら､ 自然埋没したものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は八戸火山灰の最下層または高館火山灰まで掘り下げられており､ 斜面に従って


やや傾斜する｡ 壁は底面から内傾して立ち上がるフラスコ状土坑であるが､ 上半部は崩落によって完


掘状態では外傾している｡


[出土遺物] �点 (���ｇ) の縄文土器片が出土している｡ �は円筒上層e式の深鉢波頂部である｡


口縁付近の表裏に隆帯が貼り付けられ､ 胴部には縄文LRが施された後､ 沈線で文様が描かれている｡


�・�は同一個体の深鉢片である｡ 縄文RLが施され､ 粘土紐の接合痕は外傾を示す｡ �・�・�は


いずれも縄文RLが施された深鉢片である｡


[時期] 縄文時代に属する｡ 出土した土器からは中期中葉以降に埋没したと推定される｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ D・E－��グリッドに位置する｡ Ⅵ層面で確認した｡
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[規模・形状] 開口部は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×�ｍでそれぞれ不整な楕円形を呈し､ 確認面から


の深さは1.5ｍを測る｡


[堆積土] 19層に細分された｡ 褐色土のレンズ状堆積を主体とし､ 底面付近及び壁際に火山灰また


はロームと褐色土の互層による堆積がみられ､ 全体として自然堆積の様相を示す｡ 開口部や壁面が崩


落を繰り返しながら自然埋没したものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は高館火山灰まで掘り下げられており､ 斜面に従ってわずかに傾斜する｡ 壁は底


面から内傾して立ち上がるフラスコ状土坑であるが､ 上半部は崩落のため､ 完掘状態では外傾してい


る｡


[出土遺物] 縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した (�)｡ 縄文RLを斜回転により施文した深鉢片で､


縄文時代中期のものと考えられる｡


[時期] 縄文時代に属する｡ 出土した土器からは中期後半以降に埋没したと推定される｡
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第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ G－��グリッドに位置する｡ Ⅴ層下面で確認した｡


[規模・形状] 開口部は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×�.�ｍでそれぞれほぼ円形を呈し､ 確認面からの深


さは�.�ｍを測る｡


[堆積土] ��層に細分された｡ 中央部は暗褐色土がレンズ状に､ 壁際にロームが堆積する｡ 全体に


自然堆積の様相を示し､ 開口部や壁面が崩落を繰り返しながら自然埋没したものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は高館火山灰まで掘り下げられており､ 斜面に従ってわずかに傾斜する｡ 壁は底


面から内傾して立ち上がるフラスコ状土坑であるが､ 上半部は崩落のため原形を留めていない｡


[出土遺物] 縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した (�)｡ 深鉢の口縁部片である｡ 口縁はわずかに内


湾し､ 端部は丸く収められる｡ 胴部には縄文LRを縦回転により施文し､ 口縁付近は横方向のミガキ


に近いナデにより無文となっている｡


[時期] 縄文時代に属する｡ 出土した土器からは中期末葉以降に埋没したと推定される｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ H－��グリッドに位置する｡ Ⅵ層面で確認した｡


[規模・形状] 開口部は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.��×�.�ｍで､ ともに隅丸方形を呈し､ 確認面からの


深さは�ｍである｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


�	


���������
�	 
� ��
��������������������� 
!	 
�� ��
���"����������������� 
�	 #
�� ��
���"����������������� 
�	 #
�� ��
���$���������!������ 
�	 #
�� ��
���"����������������� 
"	 
�� ��
���"���������!�����%#
����
���$&�'��()'�� 
�	 #
�� ��
���"���������!������� 
$	 *#
�� ��
�"�"+,����
�$�!!��-.�/� ��������������� 
0	 *#
�� ��
�"�$
����
���"1	2�'��%�������������� 
��	 '34#
�� ��
����
����
���"��1	2�'%*#
����
�"�$��1	5�'�� 
��	 #
�� ��
���$6
����
������!��������1()'%+,����
�$�!��!�!���


7�8)'�� 
�!	 *#
�� ��
�"�$6
����
������1	&�'�� 
��	 6
�� ��
����#
����
���$!�%#9����
�$�"���� 
��	 
�� ��
����*#
����
�"�$!��-.�/� 
��	 +,�� ��
�$�!
���:�
������	&�'�� 
�"	 #9�� ��
�$�"#
����
���"!�	&�%
���:�
������	5�'�� 
��	 6
�� ��
����
���:�
������	;<'�� 
�$	 
�� ��
����#9����
�$�"��	=�'�� 
�0	 
�� ��
����#9����
�$�"��%*#
����
�"�$��	=�'�� 


図�� 土坑③ (SK��)







[堆積土] �層に細分された｡ 褐色系の土がレンズ状に堆積しており､ 自然堆積と考えられる｡ 中


掫浮石の混入は認められない｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁はほぼ直角に立ち上がった後外傾する｡ 底面に施設は認められない｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代早期～前期初頭に特徴的な落とし穴状遺構であり､ 該期の所産と考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ G・H－�グリッドに位置する｡ Ⅴ層下面で確認した｡


[規模・形状] 開口部は直径�.�ｍ､ 底面は直径�.�ｍで､ それぞれ円形である｡ 確認面からの深さ


は��㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡ 黒褐色土を主体としており､ Ⅲ・Ⅳ層を母材とする土の自然堆積と


考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁面はわずかにオーバーハングした後急角度で立ち上がる部分が多い｡


小型のフラスコ状土坑であろう｡


[出土遺物] ��点 (���ｇ) の縄文土器が出土した｡ �は深鉢の口縁部片で､ やや内湾する器形で


ある｡ 縄文LRを縦回転により施す｡ �～�は深鉢の胴部片である｡ �は縄文LRが縦回転により施さ


れる｡ �・�は同一個体で､ 縄文LRLが施されており､ �では粘土紐の外傾接合が観察される｡


[時期] 出土した土器からは縄文時代中期後葉以降に埋没したと考えられる｡


－ －


第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ
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第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 西向きの緩斜面､ F・G－�・�グリッドに位置する｡ Ⅴ層下面で確認した｡


[規模・形状] 開口部は直径�.�ｍ､ 底面は直径�.�ｍのそれぞれ円形を呈し､ 確認面からの深さは


��㎝である｡


[堆積土] �層に細分された｡ 下部は黒褐色土を主体とし､ 確認面では黄褐色土が目玉状に堆積し


ていた｡ 黄褐色土の下位に黒褐色土が堆積するという､ 基本層序との逆転が見られることから､ 本遺


構は廃絶に伴って人為的に埋め戻されたものと推定される｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 土坑⑤ (SK��・��)
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[壁・底面] 底面にはやや起伏があり､ 中央部がわずかに深い｡ 壁は底面から内傾して立ち上がる


フラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 同規模の第��号土坑に近接して掘られており､ 同土坑と同じく縄文時代中期以降に埋め戻


された可能性がある｡


� 包含層出土遺物


�) 土器 (図��～��)


包含層出土土器は縄文土器のみで､ 総量は約���点 (�.�㎏) である｡ 第�号竪穴住居跡のあるF－


�グリッドで出土したものが���ｇと最も多く､ E・F・G・H・K－�､ G－��・��の各グリッドで出


土量が���ｇを超えており､ 斜面下部ほど出土量が多いといえる｡ 図には摩滅が少ないものを抽出し


て掲載した｡ 図��は口縁部または有文土器片､ 図��は地文のみまたは無文の深鉢胴部片､ 図��は深鉢


底部片である｡ 土器胎土に海綿骨針を含むものが､ 全体の２割程度確認される｡


図��－�は口縁波頂部の直下で､ 円形の貼付け文の中央に刺突が施されており､ 胴部には断面カマ


ボコ形の隆帯が貼り付けられる｡ 同図�の隆帯も同様の特徴を有し､ �・�は縄文時代中期中葉の円


筒上層d式と考えられる｡ 図��－�・�～�は同じく円筒上層e式である｡ �・�・�のように鋭い沈


線で描かれた横位展開の文様が特徴的である｡ �の口縁には縄文Lが押圧され､ �にはLRが回転施文


される｡ �の口縁部に施されるキザミは縄文押圧の省略と考えられる｡ 図��－�～��は縄文時代中期


後半の最花式に相当する一群である｡ 概ね縦回転で施文された縄文地の胴部に､ �または�本の沈線


を組とした文様が描かれる｡ �～�は同一個体の可能性があり､ �本沈線を組とした∪または∩状の


文様が上下に組み合わせて配され､ 文様の交差部に列点状の刺突が施される｡ ��～��は垂下する�ま


たは�本沈線を主文様とする｡ ��は外反する波状口縁の小さな深鉢である｡ 口縁直下は無文で､ 胴部


には連続した∩状文様の上部が見える｡ この文様の下半は閉じられることはなく､ 隣り合った部分で


は垂下する�本組の沈線文として把握される｡ 図��－��は文様モチーフに不明な点もあるが､ 積極的


－ －


第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ
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図�� 土坑⑥ (SK��)
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に別時期であるという根拠を見出せないので縄文時代中期に収まるものと考えておく｡ 図��－��～��


は地文のみが施された深鉢である｡ ��～��は口唇を丸く収めている｡ ��～��は同一個体と推定され､


胴部中位に最大径をもつ器形である｡ ��・�	はいわゆる折り返し状の口縁を呈するものである｡ �
～


��は口唇を面取りしている｡ 図��－��～��は無文の深鉢口縁部片である｡ 器形はさまざまで､ 同図��


のように口縁直下のみ無文の例があるため､ 胴部以下については不明である｡ ��は口縁直下に焼成後


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 包含層出土土器①







－ －


第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ
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図�� 包含層出土土器②







穿孔が施されている｡


図��－�～��は施文に�段左撚りの縄を､ ��～��は�段右撚りの縄を用いている｡ �～��は縄文L


R､ ��～��はRLR､ ��はL､ ��～��はRL､ ��～��はLRLがそれぞれ施される｡ 全破片の集計は行って


いないが､ 縄の撚りは�段左撚り､ 回転は縦方向が多い｡ 有文土器がすべて縄文時代中期中葉～後葉


であるため､ 地文のみの深鉢もほぼ中期に収まるものと考えてよいと思われる｡


図��－��～��はナデ調整された無文である｡ �	は砂粒を多く含む胎土が縄文地文の土器に類似する


ため中期と考えられるが､ 他は色調が浅黄橙色で外面をよく磨く特徴から後期前半の十腰内Ⅰ式に伴


う可能性もある｡


図��には底部片を一括した｡ �は縄文RL､ �は結節回転文が施される｡ �・�はナデ調整された


無文である｡ �はケズリ調整された無文で､ 底面に網代痕がある｡ �は単軸絡条体が施された後､ 底


部付近がケズリ調整されている｡


�) 石器


剥片は二次加工のあるもの､ 礫は使用痕のあるものを全点掲載した｡


剥片石器 (図��－�～�)


総数�点出土した｡ 内訳は定型石器が�点､ 削器などの不定形石器�点､ 搬入原石�点､ 使用痕が


見られない剥片は�点である｡


搬入原石は�点出土した (��－�)｡ 素材は玉髄質珪質頁岩で､ 表面は特に滑らかである｡ 本調査


区のⅢ層から出土したものであるが､ その形状及び出土地点から自然堆積するとは考えられず､ 外部


から持ち込まれた可能性が高い｡ なお､ 加工痕が見られないことから､ 用途は不明である｡


石鏃は�点出土した (��－�)｡ 無茎鏃で剥離内のリングが発達せず､ 器厚も薄い｡ また､ 両面と


もに加工痕ではない大きな剥離が見られる｡


石匙は�点出土した (��－�)｡ 縦型の石匙で､ 両面加工である｡ 刃部に光沢など使用した痕跡は


見られない｡


二次調整のある剥片は�点出土した (��－�)｡ 削器の類で下端に押圧剥離を施し､ 刃部を形成し


ている｡


礫石器 (図��－�～��､ 図��－��～��)


礫石器は総計�	点出土した｡


磨製石斧は�点出土した｡ ��－�は基部が欠損しているが､ 全体的に研磨されている｡ ��－�の器


面はざらついており､ 刃部の摩滅が見られる｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 包含層出土土器③
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第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ
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図�� 包含層出土石器①







磨石類は�点出土した｡ ��－�は片側面に整形剥離を加えている｡ ��－�は片側面に広い機能面を


持っている｡ ��－�は器面が滑らかで､ 片側面に磨り痕を持っている｡ ��－��は板状の薄い礫を利用


しており､ 上端部に敲き痕が見られる｡ ��－��は球状で上面及び側面に敲き痕があり､ 器面は滑らか


である｡ 全体的に被熱し､ 黒色化したものを利用している｡ ��－��は扁平な礫を利用しており､ 片側


面に磨り痕がある｡ ��－��は球状の磨石で､ 器面は滑らかである｡


砥石は�点出土した｡ ��－��は板状で､ 上面及び下面を全体的に使用している｡ 器面はやや滑らか


で､ 複数の線条痕がある｡ ��－��・��は溶結凝灰岩を用いた石皿の転用で､ 浅い溝状の研磨痕が見ら


れる｡


石皿は�点出土し､ いずれも破損品である｡ ��－�	・��は縁を持つ石皿で､ 片面を使用している｡


��－��は溶結凝灰岩で､ 両面を使用している｡ 複数の線条痕があり､ やや滑らかである｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 包含層出土石器②







�) 陶磁器・瓦・銭貨


陶磁器は斜面下部を中心に��点余り出土しており､ 写真図版��に一部を掲載した｡ A・Bは底径��


㎝ほどの瓦質土器で､ 焜炉の一部とみられるが時期は不明である｡ Cは��世紀後半以降に位置づけら


れる肥前系の磁器碗､ Dは産地不明の青磁皿で､ 近世の所産である｡ Eは��世紀半ばから幕末の瀬戸・


美濃系磁器碗である｡ Fは時期・産地不明のすり鉢で､ 全体に鉄釉がかかっている｡


また､ いぶし瓦が�点 (丸・平各�点) 出土しているが､ 帰属時期は不明である｡ このほかⅡ層で


無文銭が､ Ⅰ層で明治��年の半銭銅貨がそれぞれ�枚出土した｡ 瓦・銭貨は図化していない｡


(�－ (�) ：大平､ その他：岡本)


第�節 調査のまとめ
長久保 (�) 遺跡では平成��年度第一次調査の隣接地､ �	�㎡の発掘調査を行った｡ この結果､ 縄


文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構�基､ 縄文時代の竪穴住居跡�軒､ 土坑�基が新たに発見さ


れたほか､ 前回一部を精査していた第�・�
号土坑は遺構全体を完掘することができた｡ 包含層出土


土器はすべて縄文土器であり､ 有文土器の特徴から中期中葉～後葉が主体といえる｡ 遺構内出土土器


も基本的に流れ込みによるものであり､ その時期も概ね中期に収まることから､ 時期判別の根拠のな


い遺構も包含層出土土器の時期から縄文時代中期に属すると考えている｡


縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構は底面が方形を呈するもので､ 底面に打ち込まれた杭な


どの痕跡は認められなかった｡ 縄文時代中期の竪穴住居跡はいずれも長径�ｍ程度の小規模なもので､


掘り込みも浅い｡ 明確に伴う遺物はないが､ 同一グリッドで出土している土器から第�号竪穴住居跡


は中期後葉､ 第�号竪穴住居跡は中期中葉と考えられる｡ 図�
に掲載した有文土器でみると､ 第�号


竪穴住居跡に近いグリッドF～H列では最花式に相当する一群が､ 第�号竪穴住居跡に近いJ列では円


筒上層式の出土が多く､ 両者の出土グリッドはほとんど重ならないため､ この時期推定は妥当なもの


と考えられる｡ 同じく中期に位置づけられる土坑はすべて底面より開口部が狭いフラスコ状を呈する


が､ 第��～��号土坑が底面径�ｍ､ 深さ�.�ｍを超えるのに対して､ 第�
・��号土坑は最大径�.�ｍ､


深さ�	㎝以下と小型である｡ 大型の土坑は斜面の上方に､ 小型のものは斜面下方に位置している｡ 第


��号土坑を除いて自然堆積により埋没しているため､ 各土坑の詳細な時期は不明とせざるを得ない｡


長久保 (�) 遺跡では､ 第一次調査と合わせると�,���㎡の調査が終了した｡ これまでに､ 検出さ


れた遺構は縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構�基､ 縄文時代中期の竪穴住居跡�軒､ 同時期


の土坑�	基､ 詳細な時期は不明だが縄文時代のものと考えられる土坑�基､ 帰属時期不明の炭窯跡�


基､ 土坑�基､ 焼土跡�基である｡ 遺構の多くは細い尾根の頂部から西斜面にかけて､ ほとんど重複


なく構築されている｡ 竪穴住居跡は�軒ずつが近接した場所に営まれ､ 大型のフラスコ状土坑は尾根


上に､ 小型のものは斜面下方に構築されている｡ フラスコ状土坑の用途は乾式の食糧貯蔵穴と推定さ


れており､ その出土土器はすべて竪穴住居が営まれていた縄文時代中期に収まることから両者には密


接な関係が想定されるものの､ 具体的関係はつかめていない｡ 検出されたフラスコ状土坑の数を単純


に竪穴住居跡の数で割れば､ �住居の保有する貯蔵穴は�ないし�基となる｡ 落とし穴状遺構は尾根


上に�基､ 斜面に�基構築されているが各々の関係は不明である｡ 底面形はすべて方形を呈し､ 円形


が主体の鶉窪遺跡 (青森県教育委員会 ����) の状況とは明らかな違いがあるものの､ その要因は不


明である｡


－ －


第�章 長久保 (�) 遺跡Ⅱ


�	







以上から､ 長久保 (�) 遺跡は縄文時代早期～前期初頭に狩猟場として利用され､ 中期中葉～後葉


に小規模な集落が営まれた後､ 古代から近世に至るいずれかの時期に炭窯が構築されて付近の集落の


里山としての機能を果たしたといえる｡ また､ 近世～近代の陶磁器片が散布していることから当該時


期にも何らかの土地利用がなされたと考えられるが､ 遺構は検出されていない｡


なお､ 長久保 (�) 遺跡では第一次調査区北側隣接地の東斜面で約�,���㎡の追加調査が､ 平成��


年度に行われた｡ (岡本)


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��







第�章 中居林遺跡
第�節 遺跡の概要
本遺跡は平成��年度の文化財パトロールで発見された遺跡で､ 新井田川左岸の丘陵上に位置する｡


今回初めての発掘調査が行われた｡ 従来､ 南北に延びる丘陵東斜面の中腹が縄文・弥生時代の散布地


として登録されていたが､ 調査の結果丘陵をまたいで遺構・遺物の分布が確認され､ 縄文時代早期か


ら古代にかけての複合遺跡であることが分かった｡


当初は遺構・遺物の分布状況とその密度等を把握する確認調査を進めたが､ 丘陵東斜面については


ほぼ全面の本発掘調査が必要であるとの結論を早い段階で得られたため､ 西斜面については途中から


本発掘調査を実施した｡ 南区・北区という呼称は報告に当たって付したもので､ 現地調査の時点では


用いていない｡ 遺構番号は南北調査区の別なく精査を始めた順に通しとしており､ 報告に当たっての


振り替えは行わなかった｡ (岡本)


第�節 南区の検出遺構と出土遺物
当初は確認調査を目的としていたため､ グリッドは設定していない｡ ��トレンチで土坑を検出した


後､ 遺構の広がりを追ってその東西に調査区を拡張した｡ 多くの土坑は標高��～��ｍの北西向き斜面


に所在している｡ 調査区内の北側に埋没した小谷がある｡ 谷内には南部浮石を含む黒褐色土 (Ⅴ層)


が厚く堆積しており､ 縄文時代前期までには浅い窪地になっていたと考えられる｡ なお､ 多くの遺構


はⅥ層 (ローム) 直上まで重機で掘り下げて遺構確認作業を行っているため､ 特別な事情があるもの


を除き､ [位置・確認] の記載を省略した｡


� 土坑


��基検出されており､ 遺構番号順に記載する｡


第�号土坑 (図��)


[位置・確認] 確認調査において､ ��トレンチのⅥ層で確認された｡ 長軸方向は斜面に対してほぼ


直交する｡


[規模・形状] 平面は長径�.�ｍ､ 短径�ｍの不整な楕円形で､ 確認面からの深さは最大で�	㎝で


－ －


第�章 中居林遺跡


��


図�� 遠望 (長久保 (�) 遺跡から) 図�� 東斜面調査前状況







ある｡


[堆積土] 単層である｡ 地山由来の黄褐色土と黒褐色土の混合土で､ 部分的に黄褐色土がブロック


状に存在するため､ 人為堆積の可能性がある｡


[壁・底面] 底面はやや起伏をもつが､ 長軸方向ではほぼ平坦である｡ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 周辺の遺構と同様縄文時代に属すると考えられるが､ 詳細な時期は不明である｡


第�号土坑 (図��)


[位置・確認] 確認調査において､ ��トレンチの北壁にかかるようにして確認された｡ Ⅲ層相当の


褐色土を掘り込んで構築されている｡ プランの確認はⅥ層面で行った｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×�.�ｍのともに不整な円形を呈し､ セクションによ


ると掘り込み面からの深さは�.�ｍである｡


[堆積土] ��層に細分された｡ 一部に自然堆積層の黒色土を挟むが､ �・�・�層のように崩落土


ではないロームや火山灰層の堆積が見られるため､ 人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は全体に平坦で､ 壁際に深さ�～��㎝の溝が半周する｡ 壁は全体に内傾して立ち


上がっており､ フラスコ状土坑である｡ 部分的な凹凸は崩落したものと考えられる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第�号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×


�.�ｍのともに楕円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡ 確認面の範囲を底部まで掘り下げた後､


斜面上方の奥側に向かって�層類似の暗褐色土が延びていたため地滑りの存在が分かり､ 上部のロー


ムを断ち割って完掘した｡


[堆積土] 検出時には地滑りの存在が分からなかったため､ セクションはA－Bラインで取り､ 堆


積土は�層に細分した｡ 堆積状況から�・�層部分は別遺構または撹乱の可能性が高い｡ �層が八戸


火山灰単純層のため､ 人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] エレベーションから見る限り､ 旧来の底面はほぼ平坦だったようである｡ 壁は内傾し


て立ち上がる部分が認められ､ フラスコ状土坑であることが分かる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第�号土坑 (図�	・��)


[規模・形状] 確認面は�×�.
ｍのほぼ円形､ 底面は�.�×�ｍの楕円形で､ 確認面からの深さは


��㎝である｡


[堆積土] �層に細分された｡ 褐色系の土がレンズ状に堆積しており､ 自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は内傾して立ち上がる部分が多く､ フラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－�は底部に近い胴部下半の深鉢片で､ 縄文


RLが施文されている｡ 縄文時代中期～後期の所産である｡ また､ �層で使用痕のないチャート質の


扁平礫が�点出土した｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��







第�章 中居林遺跡


－��・��－


図�� 中居林遺跡調査区配置図







－ －


第�章 中居林遺跡


��


図�� 南区遺構配置図







－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��


図�� 南区 土坑① (SK�～�)
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[時期] 縄文時代に属し､ 出土遺物から中期以降に埋没したと考えられる｡


第�号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×


�.�ｍのともに不整な楕円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に細分された｡ �層以下は自然堆積の可能性が高いが､ �・�・�層は八戸火山灰


の再堆積層のため､ 全体として人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面はやや起伏を持つ｡ 壁は地滑りのため旧来の形状を留めないが､ 開口部に向かっ


て内傾して立ち上がるフラスコ状土坑と考えられる｡


[出土遺物] �層中で使用痕のない扁平礫 (凝灰岩) が�点出土した｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第�号土坑 (図��)


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍの不整な楕円形､ 底面は直径�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さ


は��㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡ 褐色系で均質な土が堆積しており､ 埋没までに長い期間は経ていな


いと考えられるが､ 人為堆積か自然堆積かは判断できない｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 周辺の遺構と同様縄文時代に属すると考えられるが､ 詳細な時期は不明である｡


第�号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] 褐色系の土が堆積しており､ �層に分けられた｡ �層は所々にロームブロックを含んで


おり､ 人為堆積の可能性がある｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は急角度で立ち上がり､ 一部でオーバーハングしている｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第�号土坑 (図�	)


[規模・形状] 確認面は	
×	�㎝の不整形で､ 確認面からの深さは最大で��㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡


[壁・底面] 底面の一部が階段状に深くなっており､ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第�号土坑 (図�	)


[規模・形状] 確認面は�.�×�.
ｍ､ 底面は直径�.�ｍのともに円形で､ 確認面からの深さは	
㎝で


ある｡


[堆積土] ��層に細分された｡ 崩落土と褐色系の土が互層をなし､ 調査時は自然堆積と考えたが､


不自然に盛り上がった��層の由来が不明なことや､ 各層にブロック状の異質な土を含むこと､ 層界が


明瞭なことなどから人為堆積の可能性が高い｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��


図�� 南区 土坑② (SK�～�)
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[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は内傾して立ち上がる部分をもつ｡ �・�・�層が開口部また


は壁の崩落土であり､ フラスコ状土坑と考えられる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 確認面・底面ともに�.�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さは�.��ｍである｡


[堆積土] ��層に細分された｡ 開口部や壁面が崩落を繰り返し､ 自然埋没した状況を呈する｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は内傾して立ち上がる部分をもつフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] �層中で被熱した安山岩の小片 (使用痕なし) が�点出土した｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��・��)


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.	×�.�ｍのともに円形で､ 確認面からの深さは�.��ｍ


である｡


[堆積土] �層に細分された｡ 壁際に崩落土があり､ 自然堆積の様相を呈する｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] �～�層にかけて少量の縄文土器 (���ｇ) と､ こぶし大の自然礫�点が出土した｡


また､ 底面で依存状態の悪い炭化材小片が出土した｡ 図��－�は無文の口縁部下に一条の凹線を有し､


凹線の上下は�線状に突出する｡ 胴部は縄文LRが縦回転により施文される｡ ��－�は胴部が直線的


に立ち上がった後口縁部でやや外反する器形を有し､ 口縁部を無文として胴部には縄文RLRを横回転


により施す｡ なお､ �・�は口唇部を面取りする｡ ��－�・�は縄文RLRが施された深鉢の胴部片で


ある｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土遺物から中期末葉以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図�	)


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍの不整な円形､ 底面は�.�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さは



�㎝である｡


[堆積土] 	層に細分した｡ �・�層は八戸火山灰の再堆積で､ 人為的に埋め戻されたものと考え


られる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 底面で使用痕のないチャート質の大礫が�点出土した｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図�	・��)


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍの不整な楕円形､ 底面は�.	×�.	ｍの不整な円形で､ 確認面から


の深さは�.�ｍである｡


[堆積土] 大別�層に分けられた｡ 各層中に黒褐色土と黄褐色土が互層をなす部分があり､ 自然堆


積とみられる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡ 壁の立ち上がり


途中に部分的な窪みがあり､ その部分に�箇所､ 直径��㎝程度､ 深さ��㎝の小穴が確認された｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑③ (SK�～��)
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[出土遺物] 楕円形の落込みを確認した後､ プラン確認のための掘り下げ途中に�点 (��ｇ) の土


器が出土した｡ 本土坑の最上層に含まれていた遺物と判断される｡ 図��－�はいわゆる折り返し状の


口縁を有する深鉢で､ 胴部に縄文RLが施文される｡ 縄文時代中期末葉～後期初頭の所産である｡ ��－


�は縄文RLが､ 同�は縄文RLRが施された深鉢の胴部片である｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土遺物から中期末葉以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図��・��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×


�.�ｍのともに円形で､ 確認面からの深さは�.�ｍである｡


[堆積土] A－Bラインで�層､ C－Dラインで�層に細分した｡ 下部は自然堆積の様相を示すが､


A－Bラインの�層はロームの再堆積であり､ 全体として人為的な埋め戻しを受けたものと判断でき


る｡


[壁・底面] 底面は斜面に従ってやや傾斜しており､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑であ


る｡


[出土遺物] 縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－�は口縁部が外反し､ 口唇はやや内そぎ気


味に丸く収められる｡ 口縁部文様帯はなく､ 胴部にかけて単軸絡条体�類 (R) が施される｡ 胎土に


は繊維を多く含み､ 焼成は良好である｡ 器形と繊維の混入度合いから､ 縄文時代前期の円筒下層c式


に属すると考えられる｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土遺物から前期後半以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 調査区北部にある､ 埋没した小谷の底部で確認した｡ 上部には黒色土が厚く堆積し


ており､ 掘り込み面は不明である｡


[規模・形状] 確認面は�.�×	.�
ｍの隅丸長方形､ 底面も同様の隅丸長方形である｡ 確認面から底


面までの深さは�	㎝である｡


[堆積土] �層に分けられる｡ �・�層はⅤ層を母材とした自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ �基の小穴が�	㎝ほどの間隔をおいて確認された｡ 小穴は深さ�～�	


㎝で､ 底部に向かって先細になっている｡ 覆土は単層でしまりがない｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構と考えられる｡


第��号土坑 (図��・��)


[位置・確認] 土坑の重複を認めた後､ 上面を�	㎝ほど掘り下げてプランを確定した｡ 新旧の判断


は平面のみで行っている｡


[重複] 第��号土坑と重複し､ 本土坑が新しい｡ また､ 一部が本土坑より新しい風倒木で撹乱を受


けている｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�×�.�ｍのともに不整な円形で､ 最初の確認面からの


深さは�	㎝である｡


[堆積土] �層に細分した｡ ロームブロックを多く含む層があり､ 層界が明瞭なため､ 人為的に埋


め戻されたと考えられる｡
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第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑④ (SK��～��)
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第�章 中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑤ (SK��・��・��)
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[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 最上層で縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－��・��はともに縄文RLRが施され


た深鉢の胴部片で､ 縄文時代中期末葉～後期初頭の所産とみられる｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土遺物から中期末葉以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は直径�ｍのほぼ円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] 褐色土の単層である｡


[壁・底面] 底面には起伏があり､ 壁は緩やかに外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は直径


�.��ｍのともに円形で､ 確認面からの深さは�.�ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ 黒色土を主体とするが､ �・�層は八戸火山灰に由来するパミス層で


ある｡ 人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡ セクションラインで


壁の立ち上がり途中にみられる段差は､ 地滑りの痕跡である｡


[出土遺物] 最下層で使用痕のない扁平礫が�点出土した｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��・��)


[位置・確認] 小谷への落ち際に位置し､ Ⅴ層が厚かったため､ 上部は確認作業時にかなり削平し


ている｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.��ｍの不整な楕円形､ 底面は�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深


さは�.�ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ 黒褐色土を主体とする｡ 含まれるブロック状になった土の様相から､


ある程度自然堆積が進んだ後､ 人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁際から��㎝までの範囲に��基の小穴が認められる｡ 小穴は直径�～


��㎝､ 深さは最大��㎝程度で､ 特に底部が尖っているということはない｡ 壁が内傾して立ち上がる､


典型的なフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 最下層から縄文土器が少量 (��ｇ) 出土した｡ 図��－��～��は深鉢の胴部片で､ ��は


縄文RLが乱雑に施されている｡ ��は縄文RLが斜回転で､ ��は縄文LRが縦回転で施されており､ とも


に器表面の摩滅が激しい｡ ��－��は網代痕のある底部破片である｡ いずれも縄文時代中期～後期の所


産とみられる｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土土器から中期以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 第��号土坑に隣接する｡ 同土坑と同じく､ 確認時に上部をかなり削平した｡


[規模・形状] 確認面は�.	×�.�ｍの楕円形､ 底面は�.�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さは�.�
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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第�章 中居林遺跡


��


図�� 南区 土坑⑥ (SK��～��)
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ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ �層がⅤ層､ �・�層がⅥ層､ �・�層が八戸火山灰層のほぼ純層で､


典型的な埋め戻しによる堆積状況を示す｡ 近接する土坑で八戸火山灰の白色パミス層まで掘りこんで


いるものは第��・��号土坑があり､ いずれかの掘削土によって埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁際に近い部分を中心に��基の小穴が認められる｡ 小穴は直径�～��


㎝､ 深さは最大��㎝程度で､ 特に底部が尖っているということはない｡ 壁が内傾して立ち上がるフラ


スコ状土坑である｡


[出土遺物] �層中で､ 被熱したチャート質の大礫 (使用痕なし) が�点出土した｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は確定できない｡ 但し､ 隣接する第��号土坑と諸特徴が


類似しており､ これと近い時期の可能性が高いため縄文時代中期以降を想定しておく｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は最大径��㎝のほぼ円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡ 堆積過程は不明である｡


[壁・底面] 底面にはやや起伏があり､ 壁は急角度で立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��×��㎝の不整円形で､ 確認面から底面の深さは��㎝で､ 底面には小穴があ


る｡


[堆積土] 小穴を除く堆積土は�層に分けられた｡ 小穴の覆土はしまりがなく､ �層が小穴に向かっ


て落ち込んでおり､ 自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面中心から外れた部分に径��㎝程の小穴があり､ 深さは��㎝で筒状に掘り込まれて


いる｡ 断面形はいびつな凸形を呈し､ 壁は緩やかに外傾する｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡ 同様の形状をした土坑は次節で触れるように北区で多く検出されてい


る｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��×��㎝の不整な楕円形で､ 確認面からの深さは�	㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡ 堆積過程は判然としない｡


[壁・底面] 丸く窪んだ底面から､ 緩やかに外傾して壁が立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[重複] 第��号土坑と重複し､ 本土坑が新しい｡


[規模・形状] 平面は��×�
㎝の楕円形で､ 確認面からの深さは
�㎝である｡


[堆積土] �層に分けられた｡ 堆積過程は判然としない｡


[壁・底面] 丸味を帯びた底面から､ 壁は緩やかに外傾して立ち上がる｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡



�







[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[重複] 第��号土坑と重複し､ 本土坑が古い｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�ｍの楕円形､ 底面は�.�×�.�ｍの円形で､ 確認面からの深さは��㎝


である｡


[堆積土] �層に細分した｡ 堆積過程は判然としない｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は内傾する部分と外傾する部分がある｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��・��)


[重複] 第��号土坑と重複し､ 本土坑が古い｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×�.�ｍのともに不整な円形で､ 最初の確認面からの


深さは�	㎝である｡


[堆積土] �	層に細分した｡ 中央部の堆積土にロームブロックを多く含むほか､ 層界が明瞭なため


人為的に埋め戻されたと考えられる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 壁は内傾して立ち上がる部分をもつためフラスコ状土坑と考えら


れる｡


[出土遺物] �層で縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－��は縄文LRが施された深鉢の胴部


片で､ 縄文時代中期～後期の所産とみられる｡


[時期] 縄文時代に属し､ 出土した土器から中期以降に埋没したと考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.��×�.��ｍ､ 底面は�.��


×�.�ｍのともにやや歪んだ円形で､ 確認面からの深さは�.
ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ Ⅴ層に由来する層と八戸火山灰に由来する層の逆転がみられ､ 人為的


に埋め戻されていると判断できる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁際に直径・深さともに�㎝ほどの小穴が�基確認された｡ 壁が内傾


して立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×


�.�ｍのともに不整な円形で､ 確認面からの深さは�.�ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ 八戸火山灰やローム層で人為的に埋め戻されている｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 壁際に直径・深さとも約�	㎝の小穴が�基確認された｡ 壁が内傾して


立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


－ －


第�章 中居林遺跡


��







－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑦ (SK��～��・��)
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[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��・��)


[重複] 第��号土坑と重複し､ 本土坑が新しい｡ 平面及び断面で確認した｡


[規模・形状] �.�×�.�ｍの不整な円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に細分した｡ 各層とも地山由来の土をブロック状に多く含んでおり､ 人為堆積と考


えられる｡


[壁・底面] 底面は中央がやや窪み､ 壁は急角度で立ち上がる部分が多く､ 一部でオーバーハング


している｡


[出土遺物] 最上層で縄文土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－��は深鉢の胴部片で､ 縄文RLが


施されているが､ 被熱により器面の剥落が激しい｡ 縄文時代中期末葉～後期初頭の所産とみられる｡


[時期] 縄文時代に属する｡ 第��号土坑との重複状況から､ 後期初頭以降と考えられる｡


第��号土坑 (図��・��・��)


[重複] 第�	号土坑と重複し､ 本土坑が古い｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×�.�ｍのともに不整な円形で､ 確認面からの深さは


�.�ｍである｡


[堆積土] �層に細分した｡ 地山由来の土をブロック状に含む層が多く､ 中位には人頭大のローム


ブロックもある｡ 人為的に埋め戻されたものと考えられる｡


[壁・底面] 底面は東側で一部高くなっているが､ 全体に平坦である｡ 壁が内傾して立ち上がるフ


ラスコ状土坑である｡


[底面遺物の出土状況] 底面で､ 倒立状態で入れ子になった�個体の土器 (合計約�㎏) が出土し


た｡ 土器は径�
㎝､ 深さ��㎝の穴に据えられていた｡ 内側の土器内部に小礫混じりの土が少量充填さ


れていたが､ それ以外は空洞であった｡ 内側の土器内部に充填されていた土の中から､ スクレイパー､


アスファルト塊各�点と少量の炭化物が出土した｡ 出土状況から､ 土器は埋置されたもの､ スクレイ


パーとアスファルト塊は埋納物と考えられる｡ また､ 土器の脇からは扁平な礫が��点出土しており､


そのうち��点の出土位置を記録することができた｡ 礫はほとんど重なることなく平らに並べられた状


態で出土しており､ 何らかの意図をもって配置されたものと考えられる｡ 各礫の大きさは径��㎝､ 厚


さ�㎝程度｡ 重さは��～���ｇで､ 石質はチャート�点､ 砂岩�点である (図��下段右に写真)｡ すべ


て堆積岩であり､ 石質鑑定時の所見では新井田川の河原石にみられる特徴をよく反映しているという


ことであった｡ また､ 礫が並べられた場所の周囲に薄い赤色に染まった部分があり､ 赤色顔料の散布


が行われていたとみられる｡


[出土遺物] 図��－�は入れ子の内側になっていた土器で､ 破損部はなく完存状態である｡ 大きめ


の底部から外傾し､ 胴部上半でやや内湾して立ち上がり､ 口縁部はわずかに外反する｡ 口唇は面取り


によってやや角張る｡ 器表面全体に縄文RLが､ 主に横回転で施文され､ 底部付近では一部にケズリ


が施される｡ 底面には笹の葉とみられる痕跡がある｡ 内面は胴部全体に縦方向の粗いミガキの後､ 口


縁部付近では横方向のナデが施される｡ 胴部全体にスス､ 内部下半に薄いコゲ､ 口縁内面に円形の剥


落痕があり､ 煮沸に用いられた痕跡が明瞭であるが､ 外面の一部には土器焼成時の黒斑が残っており､


使用頻度は低いと考えられる｡ 図��－�は入れ子の外側になっていた土器で､ 完形に復元できた｡ 底


－ －


第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑧ (SK��～��)
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部から外傾して立ち上がり､ 胴部上半でやや内湾した後､ 口縁部が外反する器形や､ 口唇が面取りさ


れる特徴､ 縄文RLが全面に施される点は�と共通である｡ 底面は木葉痕のようだが摩滅している｡


内面は摩滅が著しく､ 口縁部の横ミガキが確認できるのみである｡ 使用痕は外面に薄いススの付着､


内面下半のコゲ､ 内面上半の剥落が認められる｡ また､ 外面には部分的に焼成時の黒斑が残存する｡


�・�は器形や縄文を横回転により施す特徴から､ 縄文時代後期初頭の所産と考えられる｡ 図��－��


は珪質頁岩製の粗雑なスクレイパーである｡ こぶし大の原石から両極技法で剥離された剥片の一部に


刃部を作出しており､ 背面には原礫面を残す｡ 図��－��は黒色物質塊で､ 色調や粉状に剥落した部分


の焼成結果から､ アスファルトと判断した｡ 最大長�.�㎝､ 最大幅�.�㎝､ 最大厚�.�㎝､ 重量�.�ｇを測


る｡ 断面形は凸レンズ状を呈し､ 断面図左に当たる側の表面は平滑で一部に筋状の痕跡がみられる程


度だが､ もう一方の側は整えられておらず凹凸がある｡ 平面形は図の▲部を殻頂とする二枚貝の形状


に類似しており､ 殻頂左側は前背縁､ 右側は後背縁､ 殻頂に対向する部分は腹縁に当たる｡ �歯の痕


跡はなく確定はできないものの､ ▲部には殻頂内面の曲面をよく残しており､ 全体の形状や大きさか


ら､ 二枚貝の左殻を容器としてアスファルトを充填し､ 貝を象ったものと考えられる｡ また､ 土器内


出土炭化物の放射性炭素年代測定を行い､ ����±	�yrBPの結果を得た｡ 測定結果の詳細は本章第�


節に掲載している｡


[時期] 埋置された土器から縄文時代後期初頭と考えられ､ 放射性炭素年代の測定結果もこれを支


持する｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は�.�×�.�ｍ､ 底面は�.�×


�.�
ｍのともに不整な楕円形で､ 確認面からの深さは��㎝である｡


[堆積土] A－Bラインで�層に分けられた｡ C－Dラインでも主体となるのは�・�層に類似した


Ⅵ層由来の黄褐色土で､ 人為的に埋め戻されたものと判断できる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 斜面に従ってやや傾斜する｡ 壁は開口部に向かって強く内傾して


立ち上がる部分をもつため､ フラスコ状土坑と考えられる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 確認面は�.

×�.	ｍ､ 底面は�.�×�.
ｍのともに不整な円形で､ 確認面からの深さ


は

㎝である｡


[堆積土] 褐色土が堆積しており､ �層に分けられた｡ 地山に由来する土を小ブロックで含みなが


ら全体に均質で､ 人為堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は斜面に従って傾斜をもち､ 壁が内傾して立ち上がるフラスコ状土坑である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.�
×�.
ｍの不整な楕円形で､ 確認面からの深さは	�㎝である｡


[堆積土] �層に分けられ､ 下部にロームブロックを多く含む｡ 人為堆積と考えられる｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑨ (SK��～��)
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[壁・底面] 底面は起伏を持ちながら斜面に従って傾斜しており､ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 周辺の遺構と同様縄文時代に属すると考えられるが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 小谷の落ち際に位置し､ Ⅴ層が厚かったため､ 上部は確認作業時にかなり削平して


いる｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍの不整な楕円形､ 底面は直径�.�ｍの不整な円形で､ 確認面から


の深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に細分された｡ 底部付近では､ 黄褐色土と黒褐色土が互層となり水平に堆積してい


るため､ 自然堆積と考えられる｡ �層のロームは開口部の崩落土であろう｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 斜面上方の壁際に長径�ｍ､ 短径��㎝､ 深さ��㎝の底面ピットを検出


した｡ パミスを含むしまりのない黒褐色土が堆積していた｡ 壁は内傾して立ち上がる部分をもってお


り､ フラスコ状土坑と考えられる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 小谷の落ち際斜面に位置する｡


[規模・形状] 確認面は�.�×�.�ｍの楕円形､ 底面は�×�.�ｍの隅丸方形を呈する｡ 確認面から底


面までの深さは��㎝である｡


[堆積土] 全体で�層に細分した｡ 最上層に中掫浮石の混入が認められるが､ 主体はⅤ～Ⅵ層を母


材とする土で､ それらがレンズ状の堆積を示すことから自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は平坦で､ 中央に径�	×��㎝､ 深さ��㎝のピットがある｡ 壁はやや急角度で外傾


して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構と考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 小谷の底部に近い斜面に立地する｡


[規模・形状] 確認面は直径�.�ｍの円形､ 底面は�辺�
㎝の不整な方形で､ 確認面からの深さは�.�


ｍである｡


[堆積土] �層に細分された｡ Ⅴ層を母材とする土を主体とし､ 中掫浮石の混入はない｡ 一部に壁


面の崩落土がみられ､ 自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 平坦な底面から､ 急角度で外傾して立ち上がる｡ 断面形は箱形を呈す｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構と考えられる｡


第��号土坑 (図�
)


[位置・確認] 小谷の落ち際斜面に位置する｡


[規模・形状] 確認面は�.	×�.��ｍ､ 底面は�.�×�.�ｍのともに楕円形で､ 確認面からの深さは�.�


－ －
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ｍである｡


[堆積土] 下部はローム､ 上部はⅤ層に由来する土が主に堆積している｡ 層界は漸移的な部分が多


く､ 自然堆積と考えられる｡ 中掫浮石の混入はない｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑩ (SK��・��・��)
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[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 径�～�㎝､ 深さ�～��㎝の小穴が�基確認された｡ 壁は外傾し


て立ち上がり､ 断面形は逆台形である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代早期～前期初頭の落とし穴状遺構と考えられる｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 地滑りによって開口部は斜面下方にずれている｡ 確認面は最大径�.�ｍ､ 底面は�.��


×�.�ｍのともに不整な円形で､ 確認面から底面までの深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に細分した｡ レンズ状の堆積を示し､ 自然堆積と考えられる｡ 壁際のロームを主体


とする土は､ 壁面の崩落土と考えられる｡


[壁・底面] 底面はほぼ平坦で､ 中央に径��×�	㎝､ 深さ�㎝のピットを有する｡ 残存している壁


は外傾して立ち上がっているが､ 堆積土に崩落土が確認できることから､ フラスコ状土坑であったと


推定できる｡
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図�� 南区 土坑⑪ (SK��・��)
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[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 縄文時代に属するが､ 詳細な時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��×��㎝の円形で､ 確認面から底面の深さは��㎝である｡ 底面中央に浅いピッ


トを有する｡


[堆積土] にぶい黄褐色土の単層である｡ 堆積過程は判然としない｡


[壁・底面] 底面は丸底気味で､ 壁は外傾して立ち上がる｡ 底面ピットは径��×�㎝､ 深さ�㎝で


ある｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡ 規模や形状は北区で多く確認されている土坑に類似する｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��×��㎝の楕円形で､ 確認面から底面の深さは	�㎝である｡ 底部には浅いピッ


トを有する｡


[堆積土] 褐色土の単層である｡ 堆積過程は判然としない｡


[壁・底面] 断面形はいびつな凸形を呈し､ 壁は外傾して立ち上がる｡ 底面ピットの平面は��×��


㎝の不整な楕円形で､ 底部に向かって先細となる｡ 深さは��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明であるが､ 規模や形状は北区で多く確認されている土坑に類似する｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区 土坑⑫ (SK��～��)
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図�� 南区土坑出土遺物①
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 南区土坑出土遺物②







第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 小谷の北側斜面に位置する｡


[規模・形状] 平面は��×��㎝の不整な楕円形で､ 深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に分けられ､ 黒色土を主体とする｡ 自然堆積したものと考えている｡


[壁・底面] 筒状に掘られた小穴で､ 丸底気味の底部から､ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 小谷の北側斜面に位置する｡


[規模・形状] 平面は��×��㎝の円形で､ 深さは��㎝である｡


[堆積土] �層に細分された｡ 各層内にはロームと黒色土が互層となる､ さらに細かな堆積が認め


られ､ 自然堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は斜面に従って傾斜をもち､ 壁は外傾して立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土していない｡


[時期] 時期は不明である｡


� ピット (図��)


調査区南端で�基検出された｡ ピット�は欠番とした｡


ピット� ��×��㎝の楕円形で､ 深さ��㎝｡ ピット� ��×��㎝の円形で､ 深さ��㎝｡ 両者は約１ｍ


の間隔で並んでいるが､ 各々の関係は不明である｡ 遺物は出土しておらず､ 時期は分からない｡


� 包含層出土遺物 (図��・��)


遺構確認中に縄文土器が��点余り (���ｇ) 出土し､ �点を図化した (図��－�～�)｡ いずれも深


鉢で､ 時期は中期後半～後期初頭に収まるものとみられる｡ �は縄文RLが縦回転で施され､ 垂下す


る隆帯が貼り付けられる｡ �・�は縄文RLR､ �～�は縄文RLが施される｡ (岡本)
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図�� 南区 ピット
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 北区遺構配置図







第�節 北区の検出遺構と出土遺物
この調査区は､ ��トレンチを設定し､ 褐色土の落ち込みを複数検出したことから､ 斜面に遺構の広


がりがあるとみられ､ 設定したものである｡ ��トレンチのＬ字形の長い部分では黒色土 (Ⅴ層) が非


常に厚く堆積している｡ ��トレンチのＬ字形の短い部分では､ 急な傾斜があり､ 黒色土 (Ⅴ層) が比


較的厚く堆積していた｡ 北東側斜面の範囲は��トレンチで､ 斜面上部は��トレンチで遺構の確認を行っ


ていたが､ 遺構は検出されなかった｡ ��トレンチは黒色土 (Ⅴ層) が厚く､ ��トレンチに続く埋没谷


の一部と思われる｡ ��トレンチは､ 南側斜面の遺構の広がりを確認するために設けたトレンチであっ


たが､ 遺構が検出されなかったため､ ��トレンチまでを念のため調査区に設定した｡ 表土から地山ま


での深さは斜面上部で約��㎝､ 斜面下部で約��㎝である｡ 表土直下からほぼ褐色土 (Ⅲ層) であるが､


斜面下部では黒色土 (Ⅴ層) に漸移する部分もあった｡


� 掘立柱跡群 (図��・��)


配置状況等を検討し､ ＳＫ－��・�	・�
・��・��・��として調査した遺構を掘立柱跡群とした｡


[位置・確認] 標高	�～	�ｍの斜面地で､ とくに土坑が集中して検出されている｡ 地形に沿って規


則的に土坑が配される｡ 土坑内底面にピットを有するものが多く､ 掘立柱を有する遺構の可能性があ


る｡ ただ､ 地形は斜面の傾斜がきつく､ 建物跡として使用されたかどうかは疑問が残るため､ 掘立柱


跡とした｡


[規模・形状] 全体形は一間×二間と考えられる｡ 中央東側の柱が内側に偏る｡ 北西側桁行二間の


総長	.�ｍ､ 南側梁行一間は�.�ｍである｡ 軸方向は､ 北西側桁行および南東側桁行を南北それぞれ延


伸すると北側が第��号土坑､ 第��号土坑､ 南側が第�	号土坑､ 第	�号土坑などが立地する｡ これらも


掘立柱跡群となる可能性もあるが､ 軸方向が微妙にずれていることや､ 土坑内底面のピットが明瞭で


ないものもあるので､ この掘立柱跡群には含めないこととした｡


[出土遺物] Ｐ� (ＳＫ��) 確認面から土器片�点 (��ｇ)､ �層中から土器片�点 (��ｇ) が出


土した｡ 図��－�は�層出土の縄文土器で､ 第��号土坑出土の破片と接合した｡ 器面は摩滅が激しい


が､ 縄文はLRのようである｡ 胎土には繊維を多く含み､ 円筒下層式に属する｡ �は確認面出土で土


器片を加工した円盤状土製品である｡ 縄文が施されているようだが摩滅が著しく判別できない｡ 胎土


には繊維を含む｡


[時期] 時期は出土遺物から縄文時代と思われる｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面形は直径�.�	ｍの円形である｡ 深さは最大�
㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックを混入するが､ とくに�～�層は


その混入割合が大きい｡


[壁・底面] 底面は明瞭でなく､ 底面中央にはピット�基が検出された｡ ピットの平面は��㎝×�



㎝の円形である｡ 底面からの深さは��㎝である｡ 壁は､ 底面から緩やかに立ち上がる｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×��㎝の不整円形である｡ 深さは最大�	㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体の�層に分層した｡ 堆積土にほとんどロームブロックが混入しない｡


[壁・底面] 底面は起伏があり､ 根の撹乱が大きい｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面には
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 北区 掘立柱跡群①







中央よりも北側でピット�基を確認した｡ ピットの平面は��㎝×��㎝で､ 底面からの深さ��㎝である｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの不整楕円形状である｡ 深さは最大�	㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で�層に分層した｡ 各層に黄褐色ロームブロックが混入する｡


[壁・底面] 底面は地形と同様にやや北西側に傾斜する｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面


のほぼ中央からやや北東に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は��㎝×��㎝の円形である｡


土坑底面からの深さは��㎝である｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面は�.	�ｍ×��㎝の不整円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ �・�層はピット黄褐色土ブロックが多く混入し､ 人


為堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は地形と同様に北西側に傾斜し､ 根の撹乱などの凹凸もある｡ 壁は底面から緩や


かに立ち上がる｡ 底面のほぼ中央からやや北西に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は��


㎝×�	㎝の円形である｡ 土坑底面からの深さは��㎝である｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの不整方形である｡ 深さは最大�	㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡


[壁・底面] 底面にはやや起伏があり､ 一部根の撹乱等もみられる｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡ 底


面中央よりやや東側に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は､ ��㎝×��㎝で不整円形であ


－ －


第�章 中居林遺跡



�


図�� 北区 掘立柱跡群②
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る｡ 土坑底面からの深さは��㎝である｡


Ｐ� (ＳＫ��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡


[壁・底面] 底面にはやや起伏があり､ 一部根の撹乱等もみられる｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡ 底


面中央よりやや東側に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は､ ��㎝×��㎝で不整円形であ


る｡ 土坑底面からの深さは��㎝である｡


� 土坑


��基検出されており､ 遺構番号順に記載した｡ 第��・�	・��号土坑は欠番である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×	�㎝の不整円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ �・�層は黄褐色土ブロックである｡


[壁・底面] 底面は明瞭でない｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がるが､ 根の撹乱等もみられる｡ 底


面のほぼ中央からやや南に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は��㎝×�	㎝の円形である｡


土坑底面からの深さは��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.�	ｍの円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で�層に分層した｡ 土坑全体に地山ブロックを含み､ 人為堆積と思われるが､


ピット内の�～�層はブロックをほとんど含まない｡


[壁・底面] 底面は水平で､ 壁は底面から緩やかに立ち上がるが､ 根の撹乱等もみられる｡ 底面の


ほぼ中央からやや南に偏ってピット�基が検出された｡ ピットの平面は��㎝×��㎝の円形である｡ 土


坑底面からの深さは
�㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの不整楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックが混入し､ 人為堆積と思われる｡


[壁・底面] 底面は､ 起伏が大きい｡ 根の撹乱等も見られる｡ 北側が�／�程窪む｡ 壁は底面から


緩やかに立ち上がる｡ 南側の一部は壁が張り出している｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の不整円形である｡ 深さは最大�
㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックが混入し､ 人為堆積と考えられる｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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第�章 中居林遺跡


��


図�� 北区 土坑① (SK��～��・��)
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[壁・底面] 底面はほぼ水平であるが､ 一部根の撹乱等もみられる｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] �層中から土器片�点 (��ｇ) が出土し､ いずれも円筒下層式に属する｡ うち�片は


掘立柱跡群P� (SK��) 出土土器と接合し､ 図��に掲載した｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体の単層である｡ 全体に地山ブロックが混入し､ 人為堆積と考えられる｡


[壁・底面] 底面は起伏が大きく､ 根の撹乱等がみられる｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がるが､


北側の一部はオーバーハングする｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 検出時に土坑の周辺を巡るピット�基を検出した｡ 他の土坑周辺ではピットは検出


されていないためこの土坑に付属するピットの可能性が高いと判断した｡


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの不整円形である｡ 深さは最大	�㎝である｡ 土坑周辺のピッ


トは�基検出され､ 平面形は��～��㎝の円形で､ 深さは��～��㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で��層に分層した｡ ピット部分の堆積層はローム粒をほとんど混入してい


ない｡ �・�層以外は埋土と考えられる｡


[壁・底面] 底面は､ 起伏があり､ 一部根の撹乱等もみられる｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡ 底面中


央ではピット�基が検出された｡ ピットの平面は､ ��～��㎝の円形で､ 深さは��～�	㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で�層に分層した｡ 壁の崩落等によって�・�層が堆積したものと思われる｡


[壁・底面] 底面にはやや起伏がある｡ 壁は底面から直線的に立ち上がり､ 開口部付近で緩やかに


立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.�
ｍの円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 地山ブロックが�～�層中に多く混入する｡


[壁・底面] 底面は､ やや起伏がある｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面中央でピット�基


が検出された｡ ピットの平面は､ 	�㎝×�	㎝で不整円形である｡ 土坑底面からの深さは��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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第�章 中居林遺跡
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図�� 北区 土坑② (SK��・��～��・��)


���������
	
 ��
� 	������ �������	�	����� 


�
�	������!� "#�����$%&


���������
	
 '�
� 	������ ()�
�	���!�*�������+,-.$%&
�
 '�
� 	������
�
 '�
� 	������ ()�
�����	���+,-.$%&
�
 '�
� 	������ �
./0&
�
 '�
� 	������ ()�
���$%&12�.()�
�34+56&
!
 '�
� 	������ �
./0&
�
 '�
� 	������ ()�
�+�
789:;$%&
*
 '�
� 	������
<
 )�
� 	�����* '�
�$%&
	�
 ()�
� 	���!�* =>?
@
		
 ()�
� 	���!�* 	�
./0&


��!������
	
 �
� 	������ �������	����	�A2 


BCDEBFG�����+2�.$%&
�
 )�
� 	�����! 2�.�����������	��$%&
�
 H)
� �I����� BCDEBFG&J�K78)
L&
�
 )�
� 	�����* =>?
&
�
 �
� 	�����! �������	����	�A2$%&
!
 ()�
� 	���!�* �������	����	�$%&


���������
	
 '�
� 	������ �
�	������+,-.	�� "#����� 


�������	�*���� MNO�	�$%&
�
 ��
� 	������ BCD@��	������$%&
�
 �
� 	������ �������	�*����$%&
�
 )�
� 	�����* �������	�	���4-P��$%&


��<������
	
 ��
� 	������ )�
�+��$%&
�
 )�
� 	�����* ��
�+��$%&







[規模・形状] 平面は�.��ｍ×��㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡ �層は地山ブロックが主体を占めている｡ �層は自然


堆積と思われる｡


[壁・底面] 底面はほぼ水平で､ 壁は緩やかに立ち上がる｡ 壁は北東側で一部張り出している｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�	㎝の不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックが混入している｡


[壁・底面] 底面は斜面と同様の方向に傾斜しており､ 根の撹乱等による起伏がみられる｡ 壁は緩


やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は	�㎝×	�㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体の単層である｡ 黄褐色のローム粒を微量含む｡


[壁・底面] 底面はほぼ水平で､ 底面中央で根の撹乱等もみられる｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.�
ｍの不整円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色・褐色土主体で�層に分層した｡


[壁・底面] 底面には起伏があり､ とくにピット周辺は落ち込みが見られる｡ 壁は底面から緩やか


に立ち上がる｡ 底面の北西側と南東側でピット�基が検出された｡ ピットの平面は､ いずれも円形で


ある｡ 規模はP�が��㎝×��㎝､ 深さ��㎝､ P�が��㎝×��㎝､ 深さ��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体の単層である｡ 黄褐色ローム粒が混入する｡


[壁・底面] 底面には根の撹乱等がみられ､ 起伏が大きい｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×
�㎝の不整楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡ �・�層は地山ブロックを多く混入する層である｡


[壁・底面] 底面にはやや起伏があり､ 北西側に向かって傾斜している｡ 一部根の撹乱等もみられ


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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る｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ �層は地山ブロックが主体となっており､ 埋め戻しの


可能性がある｡


[壁・底面] 底面は根の撹乱等により起伏が大きい｡ 壁は底面から直線的に立ち上がり､ 開口部付


近で緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の不整方形である｡ 深さは最大��㎝である｡ 南東側に浅い掘り込


みが検出されている｡


[堆積土] 暗褐色土主体の単層である｡


[壁・底面] 底面は根の撹乱により起伏が大きい｡ 壁は緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.��ｍの隅丸長方形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ �・�層は自然堆積と考えられる｡ �～�層は地山ブ


ロックを多く含む｡


[壁・底面] 底面は根の撹乱等により起伏が大きい｡ 底面中央より北西側はとくに落ち込んでいる｡


壁は底面から緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.	�ｍ×�
㎝の不整形である｡ 深さは最大�	㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡ �・�層は自然堆積と思われる｡


[壁・底面] 土坑の底面中央はピット状に掘りこまれており､ 最深部はあまり明瞭でない｡ 壁は最


深部から中位にかけては直線的に立ち上がり､ 中位から開口部にかけて､ 緩やかに立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は�.��ｍ×�.	�ｍの不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で�層に分層した｡ 混入物は少なく､ 自然堆積と思われる｡


[壁・底面] 底面には根の撹乱により起伏がみられる｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 北西側
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第�章 中居林遺跡


��







－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 北区 土坑③ (SK��～��・��・��～��)
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の開口部では落ち込みが見られる｡


[出土遺物] 確認面で被熱した自然礫 (�,���ｇ) が出土した｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の不整円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体の単層である｡ 混入物もほとんどみられず､ 自然堆積と思われる｡


[壁・底面] 底面は､ 根の撹乱による起伏が大きい｡ 壁は底面から直線的に立ち上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の不整円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックを混入し､ 人為堆積の可能性があ


る｡


[壁・底面] 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面は､ ピット状に掘りこまれており､ 段差がみ


られる｡ 深く掘りこまれた部分は��㎝×��㎝の楕円形で､ 段差との高低差は��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の方形である｡ 深さは最大	�㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土・浅黄橙色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックを多量に混入し､ 人


為堆積と思われる｡


[壁・底面] 北西側半分ほどの壁は底面から直線的に立ち上がる｡ 南東側の壁は緩やかに立ち上が


る｡ 底面は､ ほぼ水平であるが土坑中央付近で段差がみられる｡ 段差との高低差は��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 検出時は�基の土坑として調査したが､ 完掘後に�基の土坑の可能性があると考え


た｡ 堆積状況からは�つの土坑は同時期に埋まりきったものと考えられる｡ 当初のとおり､ �基の土


坑として報告する｡


[規模・形状] 平面は�
㎝×��㎝の不整形である｡ 深さは最大	�㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 少量の黄褐色ロームを含む｡


[壁・底面] 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面は根の撹乱等により起伏が大きい｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 黒褐色土主体で�層に分層した｡ 全体に地山ブロックが多量に混入し､ 人為堆積と考え


－ －


第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 北区 土坑④ (SK��～��)
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られる｡


[壁・底面] 壁は底面から直線的に立ち上がる｡ 底面は､ 一部に根の撹乱等がみられるものの全体


に水平である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 少量の黄褐色ロームを含む｡


[壁・底面] 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡ 底面は､ 根の撹乱等により起伏が大きい｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[位置・確認] 検出時は�基の土坑として調査したが､ 完掘後に�本の掘立柱掘り方の可能性があ


ると考えた｡ ただ､ 周辺に同様の掘立柱の掘り方がみられないことや�本柱が同時存在か､ 時間差が


あるのかが判断出来ないことから､ 当初のとおり､ �基の土坑として報告する｡


[規模・形状] 平面は�ｍ×��㎝の不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色・褐色土主体で�層に分層した｡ 混入物をほとんど含まず､ 自然堆積と思われる｡


[壁・底面] 底面は､ 一部根の撹乱が見られるもののほぼ水平である｡ 壁は底面から直線的に立ち


上がる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は	.��ｍ×	.��ｍの不整形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ 自然堆積層と思われる｡


[壁・底面] 壁はとくに東側が根の撹乱等により凹凸が大きい｡ 壁は底面から緩やかに立ち上がる｡


底面はやや起伏があり､ 中央部分では根の撹乱等もみられる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は､ ��㎝×��㎝の不整形である｡ 深さは最大
�㎝である｡


[堆積土] 褐色土主体で単層である｡ 少量の黄褐色ロームを含む｡


[壁・底面] 壁は底面から直線的に立ち上がる｡ 底面は､ 窄まっており明瞭でないが､ 数㎝のピッ


ト状掘りこみがみられる｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は､ ��㎝×�
㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��


図�� 北区 土坑⑤ (SK��～��・��・��・��)
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[堆積土] 暗褐色土主体で�層に分層した｡ �層中には少量の黄褐色ロームを含む｡


[壁・底面] 壁は底面から直線的に立ち上がる｡ 底面は､ 北西側でピット状に掘りこまれており､


段差との高低差は��㎝である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


第��号土坑 (図��)


[規模・形状] 平面は､ ��㎝×��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡


[堆積土] 暗褐色土主体で単層である｡ 堆積土中に少量の黄褐色ブロックが混入する｡


[壁・底面] 壁は底面から直線的に立ち上がる｡ 底面は､ 中央に根の撹乱が見られるが､ ほぼ水平


である｡


[出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


� ピット


調査区東寄りで�基検出された｡ 斜面上方に散在し､ 各ピットの関連はないと考えられる｡


ピット� (図��)


[規模・形状] 平面は径��㎝の円形である｡ 深さは最大��㎝である｡ [堆積土] 黒褐色土主体で


単層である｡ 地山ブロックを多量に含み､ 人為堆積と思われる｡ [壁・底面] 壁は底面から直線的


に立ち上がる｡ 底面はほぼ水平である｡ [出土遺物] 遺物は出土しなかった｡ [時期] 時期は不


明である｡


ピット� (図��)


[規模・形状] 平面は��㎝×��㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡ [堆積土] 暗褐色土


主体で�層に分層される｡ 全体に地山ブロックが混入する｡ [壁・底面] 壁は底面から直線的に立


ち上がる｡ 根の撹乱等が多く､ 底面には起伏がある｡ [出土遺物] 遺物は出土しなかった｡ [時期]


時期は不明である｡


ピット� (図��)


[規模・形状] 平面は�	㎝×��㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡ [堆積土] 暗褐色土


主体で�層に分層される｡ 混入物も少なく､ 自然堆積と思われる｡ [壁・底面] 壁は底面から直線


的に立ち上がる｡ 根の撹乱等が多く､ 底面には起伏がある｡ [出土遺物] 遺物は出土しなかった｡


[時期] 時期は不明である｡


ピット� (図��)


[規模・形状] 平面は�	㎝×��㎝の楕円形である｡ 深さは最大��㎝である｡ [堆積土] 暗褐色土


主体で�層に分層される｡ 下部は壁の崩落と思われる黄褐色ロームが混入する｡ 自然堆積と思われる｡


[壁・底面] 壁は底面から直線的に立ち上がり､ 底面には起伏がある｡ [出土遺物] 遺物は出土


しなかった｡ [時期] 時期は不明である｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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� 包含層出土遺物 (図��・��)


遺構確認中に土器が�点 (��ｇ) 出土した｡ 図��－�は頸部に隆帯のある深鉢片で､ 口縁部には結


節回転文が施文され､ 隆帯上に縄文Rが押圧されている｡ 同図�は胴部片で､ 単軸絡条体�類 (R)


が施文される｡ 両者とも胎土には繊維が多く含まれ､ 色調・焼成からも同一個体である可能性が高く､


円筒下層式に属すると考えられる｡


南北の両調査区で出土した遺物は極めて少量であるが､ 遺構の帰属時期を推定する一助とするため､


その分布状況を図��に示した｡ 両区における出土遺物は縄文時代に属するものに限られる｡ 縄文時代


前期の遺物はすべて円筒下層式である｡ 主に北区で出土しており､ 図��－�は遺構間で接合した例で


ある｡ 南区では図��－�が第��号土坑で出土した｡ 縄文時代中期後半～後期初頭の土器は南区のみで


出土した｡ 包含層出土土器の分布は遺構の集中部と重なっている｡ (�～�：佐藤､ �：岡本)


第�節 確認調査の概要 (図��)


遺跡としての既登録地を中心に､ 道路建設予定地内の遺構・遺物の分布状況とその密度を把握する


ための確認調査を行った｡ 確認調査は用地買収が完了した区域内の調査可能な場所を選び､ 任意の大


きさで設定した�	箇所のトレンチで行った｡ トレンチ番号は調査開始順に付し､ 遺構・遺物が確認さ


れた場所では一部を掘り広げた｡ 調査はできるだけローム層 (基本層序Ⅵ層) まで掘り下げることと


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図�� 北区 ピット


����
�� ��	
 ���
��� ��	
���
���������


��	
���	
�������� !"#�
$%&'(��)*+&'(,-�.�/0�����


����
�� 1�	
 ���
��� 2��	
���
3�����	
���
����4��
�


*+&'(,-�.�/0�����
�� 1�	
 ���
��� �5+678"�9�	
�:��
;�����
�� 1�	
 ���
��� *+&'(,-�.�/0�����


���3
�� 1�	
 ���
��� $%&'(��)*+&'(,-�.�/0�����
�� 1�	
 ���
��� $%&'(��<5���


���;
�� 1�	
 ���
��� *+&'(,-�.�/0��<5)


=>?,-�.3/0��<5���
�� ��	
 ���
��3 @ABCD�







したが､ 遺物の出土状況から本発掘調査が必要と判断されたトレンチでは､ 調査期間の都合から上層


で掘削を中止した｡ 以下､ �区域に分けて概要を記載する｡


－ －


第�章 中居林遺跡
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図�� 南区・北区包含層出土土器


図�� 出土遺物分布図







� 東斜面A区 (�～�トレンチ)


平成��年に遺跡登録された区域の南半に当たり､ 調査以前は畑として利用されていた｡ 標高��～��


ｍの緩斜面である｡ 計�トレンチ､ ��㎡の調査を行った｡ また､ �トレンチ南壁の土層堆積状況を記


録し､ 本遺跡の基本層序とした｡ 遺物は各トレンチで出土しており､ 出土土器の総量は約�.�㎏であ


る｡ Ⅱ層では弥生土器が､ Ⅲ層では縄文土器が主体で､ 特に弥生土器がまとまって出土したⅡ層の残


存状況は良好と判断されるため､ 本発掘調査が必要な区域である｡


� 東斜面B区 (�～�・��～��トレンチ)


平成��年に遺跡登録された区域の北半 (�・�・��トレンチ付近) とその西側の急斜面に当たり､


標高は��～��ｍである｡ 調査以前は山林であった｡ 計�トレンチ､ ���㎡の調査を行った｡ �・��ト


レンチのⅥ層面で土坑状の落込みを確認したほか､ ��・��を除く各トレンチで縄文時代の遺物が出土


しているため､ 本発掘調査が必要な区域である｡ �・�・	トレンチではⅢ層の堆積が厚く､ 出土し


た遺物の帰属時期も縄文時代中期末葉～後期初頭とまとまっており､ 良好な包含層の存在が予想され


る｡ 出土土器の総量は約�.�㎏､ このほか数点の石器・土製品が出土している｡


� 東斜面C区 (�	・��・�	トレンチ)


中居林天満宮の旧参道から東側で､ 標高��～��ｍのやや緩斜面となった区域である｡ 調査以前は畑


と宅地が混在していた｡ 計�トレンチ､ ��㎡の調査を行った｡ ��トレンチで古代の竪穴住居跡に伴う


と考えられるカマドを確認したほか､ 縄文土器・土師器・石製品が出土した｡ 土器の出土量は計���


ｇと少量であるが､ 古代の遺構が存在するため本発掘調査が必要な区域である｡


� 丘陵裾平坦部 (�	～��トレンチ)


丘陵裾の市道綿ノ端駒ヶ沢線から東側の区域で､ 標高��～�	ｍの平坦地である｡ 調査以前は宅地で


あった｡ 計�トレンチ､ ��㎡の調査を行った｡ いずれのトレンチでも表土直下でⅥ層が検出された｡


多数の撹乱坑を認めたのみで明瞭な遺構は確認できなかった｡ 遺物は出土していない｡ このため､ 本


地区の本発掘調査は不要と判断した｡


� 丘陵頂部 (�・��・��～��トレンチ)


丘陵頂部の市道惣善前・小沢線の東側平坦地とその下部の斜面である｡ 調査以前は山林であった｡


計�トレンチ､ 	�㎡の調査を行った｡ 遺物は出土していない｡ ��～��トレンチでは表土直下でローム


層が露出し､ �・��トレンチではⅢ層の堆積がみられた｡ 標高��ｍ前後の平坦地については本発掘調


査の対象から除外して良いが､ それより下部の斜面地ではⅢ層が残存しているため遺物が出土する可


能性もあり､ 追加調査が必要である｡


� 西斜面部 (�
～��・�
～��トレンチ)


市道惣善前・小沢線の西側区域である｡ 調査以前は山林であった｡ 全体で��箇所のトレンチ調査を


行い､ 遺構が検出された��トレンチを中心に�,���㎡を北区として､ 同じく��トレンチを中心とする


�,���㎡を南区として本発掘調査を行った (�・�節で詳述)｡ また�
・��・��・��の各トレンチから


遺物が出土したため､ 丘陵頂部付近にあるテレビ塔周辺の緩斜面地を重機で掘り広げた後遺構確認を


行ったが､ 遺構は検出されなかった｡ 出土遺物は全体で少量 (土器は���ｇ) にとどまり､ 遺構も確


認できなかったため､ 本区域での発掘調査を終了した｡ 本発掘調査区と重複する部分を除いた確認調


査面積は計�,���㎡である｡
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� 小括


今回中居林遺跡で行った確認調査の総面積は､


�,���㎡である｡ 西斜面地区については本発掘調


査を含めてすべての調査を終了し､ 丘陵頂部地区


の平坦地と丘陵裾平坦部地区は遺構・遺物が確認


されなかったため本発掘調査対象から除外した｡


その他の地区では随所で遺構・遺物が確認されて


おり､ 市道惣善前・小沢線から市道綿ノ端駒ヶ沢


線に至る約���ｍの区間について､ 平成��年度以


降に約��,���㎡の本発掘調査を行うこととした｡


(岡本)
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図�� 確認調査概要図


図�� テレビ塔付近の調査状況







第�節 確認調査トレンチの出土遺物
確認調査で出土した土器の総量は約�㎏である｡ 南区の第��号土坑で出土した完形土器�個体分の


重量とほぼ同じで､ 量としてはそれほど多いものではない｡ 礫は現地で簡単な水洗を行い､ 使用痕が


認められたものだけを持ち帰った｡ 遺物は層位ごとに取り上げており､ 現時点で明確に遺構に伴う遺


物はない｡ 遺物の記載は種類ごとに行うが､ 挿図は第�節で分けた地区ごとにまとめており､ 図��・


��は東斜面A区､ 図��～��は東斜面B区､ 図��は東斜面C区､ 図��は西斜面部の出土遺物である｡


� 土器


遺物の主体を占め､ 縄文土器・弥生土器・土師器の順に多い｡ 口縁部・有文の破片はできる限り､


地文のみの破片は摩滅が少ないものを抽出して掲載した｡ 土器胎土中に海綿骨針を含むものが､ 縄文・


弥生土器で全体の�割程度確認されている｡


�) 縄文土器


前期の土器


東斜面B区と西斜面部で出土している｡


図��－�は丸底を呈す深鉢の胴部下半である｡ �段多条の縄文LRが施されており､ 焼成は良好で


ある｡ 前期前葉頃の所産であろう｡ 図��－�は円筒下層式の口縁部片である｡ 胎土に繊維を含み､ 縄


文LRが押圧施文される｡ 同図�は口唇に竹管状工具による円形刺突が施されている｡ 繊維の混入は


確認できないものの､ わずかに外反する器形の特徴から､ 円筒下層式に属する可能性がある｡


中期中葉～後葉の土器


東斜面A・B区と西斜面部で出土している｡


図��－�は円筒上層d式に比定される｡ 縄文LRを横位施文した後､ 細い隆帯を貼付けている｡ 口縁


波頂部の直下に当たる部位で､ 裏面には深い抉りが施される｡ 同図�・�は隆帯と縄文RLRが施され


ており､ 中期後葉の所産とみられる｡ 図��－�・�は縄文地に沈線が施された最花式の深鉢である｡


図��－�も縄文LRが縦位施文された後､ 垂下する細沈線が施されており最花式の可能性がある｡


中期末葉～後期初頭の土器


東斜面B区出土土器の主体を占める一群で､ 大木��式併行～牛ヶ沢式に相当する｡ 東斜面A・C区､


西斜面部でも少量出土している｡


図��－�は細沈線間に回転縄文が､ 同図�は沈線で画された微隆帯状の突出部に縄文LRが施され


る｡ 同図�は基本的に無文であるが､ 最上部に施された沈線が認められるため､ この期に含めた｡


図��－�～��は磨消縄文によって文様が描かれる｡ 図��－��～��は貼付け隆帯と隆帯上の縄文施文


が特徴的である｡ 図��－��～�	は隆帯文が施される｡ 隆帯は断面三角形となる細いものが多い｡ ��・


�	・��・��にはボタン状の貼付けがみられる｡ ��は垂下する隆帯上に刺突が､ ��にはキザミが施され


る｡ �
・�	は同一個体とみられ､ 底部には体部文様から連続する高台状の突出部を有し､ 高台には数


箇所の抉りがある｡ 図��－��～�
は沈線文が描かれる｡ ��は胴部下半に�条の沈線を巡らし､ 底部に


笹葉痕がある｡ 図��－�	には沈線と円形の刺突が､ 同図��には円形刺突が施されている｡ 同図��は縄


文地に沈線が施されており､ 粗製の鉢とみられる｡


図��－�～�は同一個体で､ 全面に円形刺突が施された小型の鉢となる｡ 刺突の内部には細かな棘


状の痕跡がある｡ 全面に刺突が施されてはいないが､ 丹後谷地遺跡 (八戸市��集) ���図－�
は深鉢
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胴部に�列の刺突が多段に施された例である｡ �には円形のスタンプ状文が施される｡ このような例


として､ 富ノ沢 (�) 遺跡 (県���集) ���図－��の土器が挙げられる｡ 同例には中期後半に位置づけ


られている｡


図��－�には磨消縄文がみられ､ �には沈線による弧文が施される｡ 小片のため不明な部分が多い


がこの期に含めておく｡


図��－��は高台付の浅鉢である｡ 体部と高台は沈線で画され､ 体部には縄文LRが､ 高台にはミガ


キが施される｡ 同図��には細沈線が認められる｡


後期前葉の土器


東斜面B区で少量出土した｡


図��－��～��は同一個体の深鉢で口縁波頂部にキザミ､ 口縁部に縄文帯を有し､ 胴部に単軸絡条体


�類 (R) が施される｡ 同図�	・��は同一個体の無文の壷とみられる｡ いずれも十腰内Ⅰ式に属する


と考えられる｡


縄文地文または無文の土器


丘陵裾平坦部と丘陵頂部を除く各地区で出土しており､ 全体に占める割合は最も多い｡ 縄文地文の


土器の多くは､ 有文土器の構成比から考えて中期末葉～後期初頭に伴うものであり､ 器種は深鉢であ


る｡ 全体に縄文LRの比率が高く､ 当該時期に特徴的な縦位回転で施文された例も多い｡ また､ 用い


られる原体が多条である例が散見され､ 多くは�段多条とみられるが､ 確認の困難なものは観察表に


｢多条｣ とだけ記した｡ 粘土紐の接合痕は図��－��､ ��－��､ ��－�・��､ ��－�のように外傾を示


すものがある｡


図��－�はいわゆる折り返し状の口縁を呈する｡ 同図�～�
は口唇部を面取りしており､ �・��の


口縁端部には面取りによって生じた粘土のはみ出しが観察される｡ 	は口縁直下に縄文LRを押圧す


る｡ 図��－��～��は口唇を丸く収めたものである｡ 同図��～��は底部片で､ ��はケズリ､ ��～��は縄


文LRが施され､ ��は底面に木葉痕､ ��は網代痕が認められる｡ ��～��は無文である｡


図��は�段左撚りの縄文を施した深鉢胴部片である｡ �～
�は縄文LR､ 

・
�はRLRである｡ ��


には結節回転文が認められる｡ 図��－�～��は�段右撚りの縄文を施す｡ �～
は無節縄文L､ �～


��はRLである｡ 地文は�段左撚り､ 回転方向は縦回転が多い｡


図��－�・	・��､ 図��－��～��は無文の深鉢胴部片である｡ これらも中期末葉～後期初頭に属す


る可能性は高いが､ 東斜面B区では少量ながら十腰内Ⅰ式に併行する土器も出土しているため正確な


位置づけは困難であり､ 中期～後期と捉えておく｡


晩期の土器


東斜面A区で少量出土した｡


図��－��は大洞A式とみられる壷である｡ 口縁にA突起を有し､ その頂部に向かって内外面ともに


三角形の抉りが施されている｡ 同図��は壷の底部とみられ､ 縄文LRが施されている｡


�) 弥生土器


東斜面A・B区で出土しており､ �トレンチでの出土量が最も多い｡ 前期後葉と中期後葉～後期前


葉に属するものとに大別できる｡


図��－��は浅鉢または鉢と思われるが､ 時期は不明で､ 縄文土器の可能性もある｡ 沈線間に半截竹
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図�� 確認調査出土土器①
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図�� 確認調査出土石器①
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図�� 確認調査出土土器②
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図�� 確認調査出土土器③
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図�� 確認調査出土土器④







管による刺突､ 体部に縄文RLが施される｡


図��－��～��は前期後葉に位置づけられ､ 馬場野Ⅱ式とされている一群である｡ 施される縄文はRL


が多い｡ ��は甕で､ 胴部に縄文RLが施され､ 頸部はやや内傾して立ち上がるようである｡ ��～��は


浅鉢である｡ ��は波頂部にキザミを有し､ 外面は無文､ 内面に�条の沈線が施される｡ ��は多条の沈


線と同一工具の押引きによる横長の刺突が施される｡ 内面には沈線が施されている｡ ��は上部に沈線


文､ 下部に縄文RLが施される｡ ��は沈線文が施される｡ ��は蓋で､ 磨消縄文による文様が描かれた


後赤彩されている｡ ��～��は壷である｡ ��～�	は沈線と刺突により､ ��は磨消縄文によって施文され


る｡


図��－��～��､ 図��－��・��は中期後葉の念仏間式～後期前葉の天王山式､ またはそれに併行する


家ノ前式に位置づけられる一群である｡ 器種はすべて甕と考えられ､ 施された縄文はRLである｡ ��


～��は口縁に沈線が施される｡ ��の口唇には縄文が回転押捺され､ ��の口唇にはキザミが施される｡


��は連続する山形の沈線文が施された胴部片である｡ �
には天王山式に特徴的な交互刺突文が施され


る｡ �	は縦走縄文地に連続した弧線が施される｡ ��・��は同一個体で､ 幅広の条痕地に�	と類似した


弧線が施されている｡ ��－��・��は波状の沈線が施されている｡ ��は掲載した拓本を�
°右回転させ


たものが正しい向きになるかも知れず､ 壷の可能性もある｡


図��－��～��は縄文地文の同部片であるが､ 器壁の薄さや縄文の節の細かさを考慮して弥生土器と


した｡ 一部縄文晩期の土器片が混じっている可能性もある｡ 施される縄文はRLが多い｡
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図�� 確認調査出土土器⑤







図��－��は器面に擦痕ともいえる乱雑な沈線が施されたもので､ 縄文時代の所産と考えられなかっ


たため弥生時代の土器に含めた｡ 器種・時期ともに不明であるが､ 作図は上下逆に行っている可能性


があり､ 小型の蓋とも考えられる｡


�) 土師器


東斜面各区 (�・�・��・��・��・��の各トレンチ) で数片ずつ出土しており､ 器面調整から奈良


～平安時代に位置づけられる｡


図��－��は表面にケズリ､ 裏面にハケメ調整が施される｡ 図�	－�は表面にケズリ､ 裏面にナデ調
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図�� 確認調査出土石器②・土製品







整が施される｡ 同図�は表面にミガキ､ 裏面にハケメ調整が施される｡ いずれも甕の胴部片である｡


� 石器


東斜面で主に出土しており､ 二次調整のある剥片・使用痕のある礫は全点掲載した｡


�) 剥片石器 (図��－�～��､ ��－�)


総数��点出土した｡ 内訳は定型石器が�点､ 削器などの不定形石器�点､ 使用痕が見られない剥片


は��点である｡


石鏃は�点出土した (��－�)｡ 素材は碧玉である｡ 両面に加工痕が見られるものの､ 未成品であ


る｡


石匙は�点出土した (��－�)｡ 横型の石匙で､ 整形は雑であるが､ 摘み部が�箇所にある｡


二次調整のある剥片は�点出土した｡ ��－�は片面加工で､ 左側縁の調整は急斜度である｡ �は石


英を素材としており､ 右側縁に細かい調整を行っている｡ �・�は両面加工で､ 側縁に細部調整が加


えられている｡ �～�は両極剥片で､ �・	は縁辺部に調整を加えた楔型石器である｡ ��－�は片面


加工で､ 左側縁の調整は緩斜度であるが､ 下端部及び右側縁は急斜度である｡


�) 礫石器 (図��－��～��､ ��－�～�､ ��－�	)


礫石器は総計	点出土した｡


磨製石斧は�点出土した (��－��)｡ 丁寧に整形されており､ 側縁部及び上端部の一部が欠けてい


るものの､ ほぼ完形品である｡


磨石類は�点出土した｡ ��－��は完形品で､ 側面に敲き痕がある｡ ��－��は両端部が欠損している


が､ 側面に敲き痕があり､ 器面はざらついている｡ ��－�は下端部が欠損しているが､ 側面に敲き痕
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図�� 確認調査出土土器⑥・石製品







が見られ､ 器面は滑らかである｡ ��－�は上面に敲き痕が見られる｡ また､ 表面の剥離が見られるこ


とから､ 全体的に被熱した可能性がある｡


石皿は�点出土した｡ ��－�の器面はざらついており､ 表面の窪みが顕著に見られる｡ ��－�は石


皿の大きな破片である｡ 板状の礫を利用したもので､ 器面はやや滑らかである｡


砥石は�点出土した (��－��)｡ 器面は滑らかで､ 線条痕が見られる｡


� 土製品・石製品


東斜面B・C区で少量出土した｡


図��－�は縄文時代後期の鐸形土製品である｡ 鈕の部分に貫通孔を有し､ 縄文LRが施された身部


とは沈線で区画される｡ �は土器片加工の円盤状土製品で､ 表面は無文である｡ 焼成は良好で黒色を


呈し､ 縄文時代後期の所産とみられる｡


図��－�は��トレンチ出土の軽石製石製品である｡ 一面を平らに加工し､ 側面には面取りを施す｡


裏面は自然面である｡ 同トレンチでは縄文土器と土師器が出土しているため､ 本品の属する時期は不


明である｡


� 陶磁器・銭貨


陶磁器は�・�・��・��の各トレンチを合わせて��点ほど出土している｡ すべて近代以降の所産で


ある｡ 銭貨は�トレンチで時期不明の無文銅銭が�点､ 	�トレンチでは昭和初期の�銭硬貨が数点出


土した｡ いずれも図化は行っていない｡ (�：大平､ その他：岡本)
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図�� 確認調査出土土器⑦・石器③







第�節 放射性炭素年代測定
㈱加速器分析研究所


� 測定対象試料


測定試料は､ 第��号土坑の底面の粗製土器の内部から出土した木炭 (��NAKAIB��・IAAA������)


である｡ 土器は縄文時代後期のものと考えられる｡


� 化学処理工程


�) メス・ピンセットを使い､ 根・土等の表面的な不純物を取り除く｡


�) AAA (Acid Alkali Acid) 処理｡ 酸処理､ アルカリ処理､ 酸処理により内面的な不純物を取り除


く｡ 最初の酸処理では�Nの塩酸 (��℃) を用いて数時間処理する｡ その後､ 超純水で中性になる


まで希釈する｡ アルカリ処理では�.���～�Nの水酸化ナトリウム水溶液 (��℃) を用いて数時間処


理する｡ その後､ 超純水で中性になるまで希釈する｡ 最後の酸処理では�Nの塩酸 (��℃) を用い


て数時間処理した後､ 超純水で中性になるまで希釈し､ ��℃で乾燥する｡


�) 試料を酸化銅�gと共に石英管に詰め､ 真空下で封じ切り､ ���℃で��分､ ���℃で�時間加熱する｡


�) 液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し､ 真空ラインで二酸化炭素 (CO�) を精


製する｡


�) 精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (還元) し､ グラファイトを作製する｡


�) グラファイトを内径�㎜のカソードにハンドプレス機で詰め､ それをホイールにはめ込み､ 加速


器に装着し測定する｡


� 測定方法


測定機器は､ �MVタンデム加速器をベースとした��C�AMS専用装置 (NEC Pelletron �SDH�	) を


使用する｡ ���個の試料が装填できる｡ 測定では､ 米国国立標準局 (NIST) から提供されたシュウ酸


(HOxⅡ) を標準試料とする｡ この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する｡ また､


加速器により��C/�	Cの測定も同時に行う｡


� 算出方法


�) 年代値の算出には､ Libbyの半減期����年を使用した｡


�) BP年代値は､ 過去において大気中の炭素��濃度が一定であったと仮定して測定された､ ����年


を基準年として遡る放射性炭素年代である｡


�) 付記した誤差は､ 次のように算出した｡


複数回の測定値について､ χ�検定を行い測定値が�つの母集団とみなせる場合には測定値の統


計誤差から求めた値を用い､ みなせない場合には標準誤差を用いる｡


－ －
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�) δ��Cの値は､ 通常は質量分析計を用いて測定するが､ AMS測定の場合に同時に測定されるδ��C


の値を用いることもある｡


δ��C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する｡


同位体比は､ いずれも基準値からのずれを千分偏差 (‰；パーミル) で表した｡


δ��C = [(��AＳ － ��AＲ) / ��AＲ] × ���� (�)


δ��C = [(��AＳ － ��APDB) / ��APDB] × ���� (�)


ここで､ ��AＳ：試料炭素の��Ｃ濃度：(��C/��C)Ｓまたは(��C/��C)Ｓ
��AＲ：標準現代炭素の��Ｃ濃度：(��C/��C)Ｒまたは(��C/��C)Ｒ


δ��C は､ 質量分析計を用いて試料炭素の��C 濃度 (��AＳ = ��C/��C) を測定し､ PDB (白亜紀のベ


レムナイト (矢石) 類の化石) の値を基準として､ それからのずれを計算した｡ 但し､ 加速器により


測定中に同時に��C/��Cを測定し､ 標準試料の測定値との比較から算出したδ��Cを用いることもある｡


この場合には表中に [加速器] と注記する｡


また､ Δ��Cは､ 試料炭素がδ��C = －��.�(‰) であるとしたときの��C濃度 (��AＮ) に換算した上


で計算した値である｡ (�) 式の��C濃度を､ δ��Cの測定値をもとに次式のように換算する｡
��AＮ ＝ ��AＳ ×(�.���／(�+ δ��C／����))� (��AＳとして��C/��Cを使用するとき)


または


＝ ��AＳ ×(�.���／(�+ δ��C／����)) (��AＳとして��C/��Cを使用するとき)


Δ��C＝ [(��AＮ － ��AＲ) / ��AＲ] × ���� (‰)


貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については､ 海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガ


ス中の濃度と異なるため､ 同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる｡ 多くの


場合､ 同位体補正をしないδ��Cに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のものと考えら


れる木片や木炭などの年代値と一致する｡


��C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として､ pMC ( percent Modern Carbon)がよく


使われており､ Δ��Cとの関係は次のようになる｡


Δ��C = (pMC／���－�) ×���� (‰)


pMC =Δ��C／��+ ��� (%)


国際的な取り決めにより､ このΔ��CあるいはpMCにより､ 放射性炭素年代(Conventional Radiocarbon


Age；yrBP)が次のように計算される｡


T ＝ －	���× ln [(Δ��C／����) + �]


＝ －	���× ln (pMC／���)


－ －
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�) ��C年代値と誤差は, �桁目を四捨五入して��年単位で表示される｡


�) 較正暦年代の計算では､ IntCal��データベース (Reimer et al ����) を用い､ OxCalv�.��較正プ


ログラム (Bronk Ransey���� Bronk Ransey ���� Bronk Ramsey, van der Plicht and Weninger


����) を使用した｡


� 測定結果


第��号土坑の底面の粗製土器の内部から出土した木炭 (��NAKAIB��・IAAA������) が�	
�±��


yrBPの��C年代である (表�)｡ 暦年較正年代 (�σ) で��
�BC～��
�BBC (	�.�％) ・����BC～����


BC (	.	％) であり､ 縄文時代後期前葉に相当する｡ 化学処理・測定内容､ 炭素含有量などに問題は


無く､ 妥当な年代と考えられる｡


参考文献


Stuiver,M.andPolash,H.A.(��

)Discussion:Reporting of ��C data.����������	,��:�������


Bronk Ramsey C. (����) Radiocarbon calibration and analysis of stratigraphy: the OxCal Program, ����������	, �
(�) ����


���


Bronk Ramsey C. (����) Development of the Radiocarbon Program OxCal, ����������	, ��(�A) �������


Bronk Ramsey C., J. van der Plicht and B. Weninger (����) 'Wiggle Matching' radiocarbon dates , ����������	, ��(�A) �	��


�	�


Reimer et al. (����) IntCal��terrestrial radiocarbon age calibration, ����cal kyr BP. ����������	��, ��������	
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表�


試料番号 IAA Code
No.


前処理
方法


試料
状態


処理前
試料量


回収
炭素量 燃焼量 精製


炭素量
δ13C(‰)
[加速器]


Libby Age
(yrBP)


(yrBP・
丸め込み
なし)


暦年較正
１σ


(yrcalBP)


暦年較正
２σ


(yrcalBP)


06NAKAIB�1 IAAA�61945 AAA処理 乾燥 70.82㎎ 27.20㎎ 4.90㎎ 3.43㎎ �27.23±0.55 3870±40 3871±37 2460BC�2290BC(68.2%)
2470BC�


2270BC(86.6%)
2260BC�2200BC(8.8%)







第�節 調査のまとめ
本節では､ すべての発掘調査が終了した西斜面部の状況を整理する｡


� 南区の検出遺構について


南区では土坑��基､ ピット�基が検出された｡ 土坑の内訳は､ ①落とし穴状遺構�基､ ②断面がフ


ラスコ形または円筒形の食糧貯蔵穴と推定できる土坑 (以下フラスコ状土坑とする) ��基､ ③長径�.�


ｍを超える円形土坑�基､ ④長径�ｍを超える楕円形土坑�基､ ⑤その他の土坑��基である｡ ①～④


の計��基を縄文時代に属するものと判断し､ 図��に配置状況を示した｡ 土坑⑤とピットの帰属時期は


不明である｡


①落とし穴状遺構 (SK��・��～��)


断面が箱形または逆台形を呈する形態的特徴から落とし穴状遺構と判断したものは､ 埋没した沢筋


に沿って�基検出された｡ 覆土に中掫浮石を含まず埋没時期が縄文時代前期以前と推定できるため､


長久保 (�) 遺跡の第一次調査報告書に従って､ 本遺構の時期は縄文時代早期～前期初頭とした｡ い


ずれの土坑でも遺物は出土していない｡ 底面は､ SK��が楕円形であるほかは方形を基調とする｡ 底


面施設として中央に�本の逆茂木を備えたものが�基 (SK��)､ 複数の逆茂木を備えたものが�基


(SK��・��) ある｡ SK��､ ��・��(�基は隣接している)､ ��が各々��ｍほどの間隔で配置され､ SK


��・��が沢の最も低い場所に､ ��・��が沢に面した斜面に構築されている｡


②フラスコ状土坑 (SK�～�・�～��・��・�	～��・��～�	・��～��・��・��)


埋没した沢筋より南の､ 北西向き斜面で��基が検出された｡ 配置状況は図��に示している｡ 標高��


～�	ｍの等高線に沿うように帯状に分布するものが多く､ �割を超える��基が人為的に埋め戻されて


いる｡ フラスコ状土坑同士ではSK��・��がわずかに壁を接するのみで､ 他は重複なく構築されてい


る｡ SK��は転用墓として使われ､ 底面出土土器から縄文時代後期初頭と判断できる｡ また､ SK��で


前期､ SK�・��・��・��・�
・��・��で中～後期の土器が出土している｡ これらはすべて小片のた


め時期決定の直接的根拠とすることは難しいが､ 埋め戻しか自然埋没かを問わず中～後期の遺物を出


土した土坑が多く､ SK��の時期も踏まえて､ 本遺跡のフラスコ状土坑は中期末葉～後期初頭の構築


と考えたい｡ 埋め戻された土坑が多いにも係わらず重複が少ないことも､ 土坑の構築が比較的短期間


に行われたことを支持するであろう｡ 地滑りの痕跡がある土坑は�基あり､ その有無によって�時期


に分かれるようにも見えるが､ 当該土坑は調査区の中央付近に�基､ 南端に�基と集中するため､ 地


滑りが局所的であった可能性も残る｡


表�には中居林遺跡および関連遺跡における､ フラスコ状土坑の底面最大径の分布を示した｡ 本遺


跡の分布は�.�～�ｍに集中し､ �～�.�ｍの範囲がこれに次ぐ｡ 同表④笹ノ沢 (�) 遺跡や⑤松ヶ崎


遺跡のように中期初頭～後半の遺跡では�ｍを超えるものが多く､ 本遺跡とは傾向が異なるが､ ②畑


内遺跡 (前期) ・⑥富ノ沢遺跡 (中期末葉) では類似した傾向にある｡ ⑧～⑩は後期になると�.�ｍ


に満たない小規模な土坑が増えることを示している｡ 規模の点から考えると､ 本遺跡の土坑群の時期


を中期末葉～後期初頭とする妥当性は高いといえる｡ ⑦黒坂遺跡は本遺跡の時期と重なるが､ 規模の


小さいものが多い｡ これは黒坂遺跡で住居跡周辺に分布する土坑が多いのに対し､ 本遺跡では住居跡


を伴わずに土坑群を形成していることに起因する可能性がある｡


－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡



�







－ －


第�章 中居林遺跡


��


図�� 南区 縄文時代の遺構配置


図�� 南区 フラスコ状土坑







③長径�.�ｍを超える円形土坑 (SK�・��・��)


⑤との比較でやや規模の大きな�基をまとめた｡ フラスコ状土坑の分布と重なりをもちながら､ 各々


が�～�ｍ間隔で配置される｡ 平面規模はフラスコ状土坑と大差ないが深さは最大��㎝と浅く､ 断面


形は皿状となる｡ SK��はSK��との重複関係から､ 縄文時代後期頃の構築と推定され､ 規模・形状の


類似するSK�・��も縄文時代の土坑と判断した｡


④長径�ｍを超える楕円形土坑 (SK�)


本区で検出された遺構の中では唯一の長楕円形土坑であり､ 他の遺構とは機能差があると考えられ


る｡ 長径�.�ｍ､ 短径�ｍ､ 深さは��㎝で底面は平坦である｡ このような規模・形状の土坑は､ 群集


している場合土坑墓と判断されることがある｡ 後期前半の田面木平 (�) 遺跡では複数基が調査区内


に散在し､ 隅丸長方形を呈する���号土坑は土壌分析の結果から墓壙の可能性があるとされた｡ SK�


は時期が定まらず､ 遺物も出土しなかったため土坑墓とする根拠に乏しいが､ 転用墓の可能性がある


SK��に隣接する｡


⑤その他の土坑とピット (SK�・�・��・��～�	・��～�	・��､ ピット�・�)


規模が小さい遺構を一括した｡ 平面形は多様で､ 深さも��～��㎝と一定ではない｡ SK－�
・�	に


重複がみられるのみで､ 他は単独で構築される｡ 遺物は出土しておらず時期決定はできない｡ 各遺構


は数基ごとのまとまりをもちつつ調査区内に散在している｡ SK��・��・�
は底面にピット状の掘り


込みをもつ例であるが､ 北区のように群集しない (配置は図�
を参照)｡


� 第��号土坑出土のアスファルト塊について


第��号土坑底面には入れ子になった土器が逆位で�個体埋置され､ その内側土器の内部から珪質頁


岩製のスクレイパーとアスファルト塊が出土した｡ 土器はともに使用痕のある粗製の深鉢で､ 縄文時


代後期初頭の所産である｡ また､ 土器の脇には平らな河原石が並べられ､ その周囲には赤く染まった


部分があるため赤色顔料の散布が行われていたとみられる｡ 本土坑はフラスコ状土坑を転用した墓の


可能性が高く､ 出土遺物は副葬品と考えられる｡ 転用墓自体は特殊な葬法ではないが､ 入れ子にした


土器内に副葬品を納めるものや底面に河原石を並べたものは管見になく､ 特異な事例と考えられる｡


土坑内に深鉢を倒置した例は同時期の薬師前遺跡や下平遺跡 (倉石村教育委員会 ����) で知られる


が､ これらは土器内に人骨を改葬したものであり､ 本遺跡とは異なる｡


－ －
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表� フラスコ状土坑の底面最大径比較


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 �


1.0＜1.5 2
1.5＜2.0 12
2.0＜2.5 7
2.5＜3.0 1
3.0＜3.5 �


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 �


1.0＜1.5 43
1.5＜2.0 159
2.0＜2.5 110
2.5＜3.0 19
3.0＜3.5 2


前期末葉主体


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 5
1.0＜1.5 24
1.5＜2.0 63
2.0＜2.5 48
2.5＜3.0 10
3.0＜3.5 3


時期不明多数


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 �


1.0＜1.5 �


1.5＜2.0 14
2.0＜2.5 55
2.5＜3.0 25
3.0＜3.5 2


中期初頭


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 �


1.0＜1.5 2
1.5＜2.0 12
2.0＜2.5 11
2.5＜3.0 13
3.0＜3.5 9


中期後半主体


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 2
1.0＜1.5 9
1.5＜2.0 21
2.0＜2.5 21
2.5＜3.0 �


3.0＜3.5 �


中期末葉


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 2
1.0＜1.5 10
1.5＜2.0 6
2.0＜2.5 2
2.5＜3.0 �


3.0＜3.5 �


中期末葉～後期初頭


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 1
1.0＜1.5 6
1.5＜2.0 2
2.0＜2.5 1
2.5＜3.0 �


3.0＜3.5 �


後期初頭～前葉


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 2
1.0＜1.5 12
1.5＜2.0 19
2.0＜2.5 6
2.5＜3.0 �


3.0＜3.5 �


後期初頭～前葉


底面 (m) 数 (基)
0.5＜1.0 11
1.0＜1.5 25
1.5＜2.0 39
2.0＜2.5 14
2.5＜3.0 1
3.0＜3.5 �


後期初頭～前葉


①中居林 (本書)


⑥富ノ沢C地区 (県 1991)


②畑内 (茅野 2002)


⑦黒坂 (県 2001)


③重地 (市 2002)


⑧幸畑 (７) (県 1993)


④笹ノ沢 (３) (県 2001)


⑨田面木平 (１) (市 1988)


⑤松ヶ崎・西長根 (市・県教委)


⑩丹後谷地 (市 1986)







アスファルト塊は横�.�㎝､ 縦�.�㎝､ 厚さ�.�㎝で､ 平面は上部がやや尖った楕円形に近い形である｡


断面形は片面がレンズ状に突出し､ 反対側は平坦に近く全体としてカマボコ形の雰囲気をもつ｡ 突出


した側は緩い弧を描いて湾曲し､ 表面は平滑でやや光沢を帯びるが､ ミガキやナデといった調整痕は


観察されない｡ 反対側は表面が全く整えられておらず凹凸をもち､ 光沢もみられない｡ 表面に調整痕


が認められないにもかかわらず､ 片側が滑らかで自然な曲線を描くことから､ 口が開き底部が湾曲し


た容器にアスファルトを入れ､ 底面に押し付けるようにして成型したものと考えられる｡ そのため押


し付けられた側が滑らかとなり､ もう一方が凹凸のあるまま残ったのであろう｡ このような視点でア


スファルト塊を観察すると､ 上端のやや尖った箇所を殻頂とする二枚貝の形状に類似するように思わ


れる｡ 県内遺跡出土の自然遺物をまとめた福田のリストによれば､ 貝類で主体を占めるのはハマグリ・


アサリ・ヤマトシジミである (福田 ����)｡ 試みに手近で入手した�種の貝殻に紙粘土または石膏


を詰めて型抜きし､ アスファルト塊との形状を比較した｡ アサリは東北町東道ノ上 (�) 遺跡出土の


縄文時代の貝殻でも試してみた｡ アスファルト塊の尖った部分は中心より左に寄っているため､ 貝殻


は左殻を用いた｡ 図��－①はアスファルト塊と型抜きした紙粘土を並べた写真である｡ アスファルト


塊の形状は､ 殻頂の位置が中央から大きく左に寄っていること､ 腹縁の湾曲度が小さいことに加え､


殻高に対して殻長が長い点でシジミ・ハマグリよりもアサリに近似している｡ 大きさは現生・縄文い


ずれのアサリよりもアスファルト塊がやや小さいものの､ 同図②の写真では殻頂から前背縁に至る形


－ －
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図�� アスファルト塊と貝型の比較


左写真の配置


現生アサリ 現生シジミ


アスファルト塊


縄文アサリ 現生ハマグリ


② 左：アスファルト塊


右：現生アサリの貝型


① アスファルト塊と各種貝型







状がアスファルト塊とアサリで酷似していることから､ 本アスファルト塊はアサリの左殻を容器とし


て型抜きされた可能性が高いと考える｡ なお､ アスファルト塊は非常に脆く､ 整理作業の過程で一部


を破損してしまったため､ 出土時の形状は写真図版��を参照されたい｡


縄文時代のアスファルトは主に接着剤として利用されたが､ 近傍の鶉窪遺跡では後期前葉 (青森県


教育委員会 ����)､ 黒坂遺跡では中期末葉～後期初頭 (青森県教育委員会 ����) の深鉢形土器内


部に貯蔵された状態での出土例がある｡ また､ 遺構外出土のため時期不明ながら､ 五所川原市実吉遺


跡では貝殻に入っていた痕跡のあるアスファルト塊が出土している (青森県教育委員会 ����)｡


� ピット状の掘り込みをもつ土坑


ピット状の掘り込みをもつ土坑は､ 北区の北側標高��～��ｍ､ 約�	ｍ範囲で��基､ やや西側に外れ


た地点で�基検出された｡ この内�基を掘立柱跡群とし､ 他の�基については土坑として報告してい


る｡


掘立柱跡群とした�基は､ 平面形が不整円形や不整方形を呈し､ 長軸�.��～�.��ｍの範囲に収まる｡


ピット状の掘り込みが��～	�㎝と深い｡ 土坑とした�基については､ 土坑配置から掘立柱跡群に含め


なかったものであるが､ ピット状の掘り込みは�	～��㎝と掘立柱跡群と同様深い｡


遺物は､ 掘立柱跡群Ｐ�から出土した円筒下層式に属する土器片�点と円盤状土製品であり､ 円筒


下層式に属する｡ 北区包含層からは遺構確認中に円筒下層式に属する土器片�点が出土したのみであ


る｡


このようなピット状の掘り込みをもつ土坑は類例に乏しく､ 検出される土坑数も本遺跡掘立柱跡群


のようにまとまって検出されていない｡ このような中で､ 本遺跡に類似した形状をもつ土坑の例を挙


げる｡ 見立山 (�) 遺跡 (八戸市) から検出された土坑�基 (��土・�	土) や大和田遺跡 (十和田市)


から検出された土坑�基 (第�・�号土坑) は､ 概ね早期末葉～前期に位置づけられる｡ 昼場遺跡


(八戸市) から検出されたすり鉢状の土坑�基 (�
号土坑・��号土坑) のうち�
号土坑からは前期初
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図�� ピット状の掘り込みをもつ土坑の配置







頭の土器片が出土している｡ これら�遺跡の土坑例と本遺跡検出例を比較すると､ 立地については､


�遺跡がほぼ平坦地で検出されているのに対して､ 本遺跡例では傾斜のきつい斜面地に立地する｡ ま


た､ 各遺跡の土坑は近接して検出されていないのも相違点である｡ 共通点をいえば､ 構築時期に類似


性がみられるといえる｡


他の類例については不明であったが､ 本遺跡検出のピット状の掘り込みをもつ土坑はピット内を利


用して ｢ものを立てる｣ や ｢ものを埋める｣ といった行為がなされていたと推測される｡ しかし具体


的にどのような使い方をしていたのかは不明であり､ 今後検討すべき課題と考える｡


� 結語


中居林遺跡では､ 平成��年度に初めての発掘調査が行われた｡ 調査面積は本発掘調査が�,���㎡､


確認調査が�,���㎡の合計�,���㎡である｡ 本遺跡では居住に適しているとはいえない北向きの斜面を､


主に貯蔵穴の区域・墓域として利用していたことが分かった｡ 青森県域では縄文時代前期～後期にか


けて､ 居住域と土坑域を区分した集落構造が知られており (坂口 ����)､ 本遺跡もそのような例と


考えられる｡


なお､ 平成��年度には東斜面部で約��,���㎡が発掘調査され､ 縄文時代中期末葉～後期初頭および


弥生時代前期後葉の小規模な集落跡を発見した｡ 平成��年度も約	,���㎡の発掘調査が予定されてい


る｡


(�：佐藤､ その他：岡本)


参考文献
松山 力 ���� 『八戸の地質』 八戸文化財シリーズ�
 八戸市教育委員会
水野 裕・堀田報誠 ���	 ｢地形分類図�万分の�図幅｣ 『土地分類基本調査 三戸・一戸』 青森県農林部農村計画課
鈴木克彦 ���� ｢東北地方北部の縄文中期後葉の土器｣ 『研究紀要』 第�号 青森県埋蔵文化財調査センター
福田友之 ���� ｢本州北辺の貝類出土遺跡総覧―青森県域における貝類出土遺跡の自然遺物―｣ 『調査研究年報』 第��号


青森県立郷土館
川村 正・堀田報誠 ���� ｢Ⅰ章
.
 県東部の台地｣ 『青森県史 自然編』 地学 青森県
川村 正・堀田報誠 ���� ｢Ⅰ章�.
 八戸低地｣ 『青森県史 自然編 地学』 青森県
茅野嘉雄 ���� ｢畑内遺跡のフラスコ状土坑について｣ 『海と考古学とロマン』 市川金丸先生古希を祝う会
坂口 隆 ���� 『縄文時代貯蔵穴の研究』 小林達雄監修未完成考古学叢書� アム・プロモーション
小保内裕之 ���
 ｢八戸市松ヶ崎遺跡出土の縄文時代中期後半の土器について｣ 『第�回 東北・北海道の縄文時代中期後葉


の諸問題―資料集―』 海峡土器編年研究会
工藤竹久 ���� ｢Ⅰ部Ⅱ章� 青森県の弥生土器｣ 『青森県史 資料編 考古�』 弥生～古代 青森県
青森県史編さん考古部会 ���� 『青森県史 資料編 考古�』 弥生～古代 青森県
青森県教育委員会 ���� 『鶉窪遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第	�集
青森県教育委員会 ���
 『牛ヶ沢 (�) 遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第��集
青森県教育委員会 ���� 『富ノ沢 (�) 遺跡Ⅳ』 青森県埋蔵文化財調査報告書第��	集
青森県教育委員会 ���� 『家ノ前遺跡・幸畑 (�) 遺跡Ⅱ』 青森県埋蔵文化財調査報告書第�
�集
青森県教育委員会 ���	 『実吉遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第��	集
青森県教育委員会 ���� 『大和田遺跡・寺山 (�) 遺跡・平窪 (�) 遺跡・平窪 (�) 遺跡・伝法寺館跡』 青森県埋蔵文化


財調査報告書第���集
青森県教育委員会 ���� 『松ヶ崎遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第���集
青森県教育委員会 ���� 『笹ノ沢 (�) ・ (�) 遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第���集
青森県教育委員会 ���� 『黒坂遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第���集
青森県教育委員会 ���� 『笹ノ沢 (�) 遺跡Ⅱ』 青森県埋蔵文化財調査報告書第���集
青森県教育委員会 ���
 『長久保 (�) 遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第��	集
青森県教育委員会 ���
 『糠塚小沢遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第�	�集
青森県教育委員会 ���� 『糠塚大開 (�) 遺跡』 青森県埋蔵文化財調査報告書第���集
倉石村教育委員会 ���� 『薬師前遺跡』 倉石村埋蔵文化財調査報告書第�集
八戸市教育委員会 ���� 『田面木平遺跡 (�)』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第��集
八戸市教育委員会 ���� 『丹後谷地遺跡』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第��集
八戸市教育委員会 ���
・��・��・��・����・�� ｢松ヶ崎遺跡｣ 『八戸市内遺跡発掘調査報告書�～�・��・��・�
』 八戸


市埋蔵文化財調査報告書第��・��・��・		・�	・��集
八戸市教育委員会 ����・���� ｢西長根遺跡｣ 『八戸市内遺跡発掘調査報告書�・��』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第��・


��集
八戸市教育委員会 ���� 『昼場遺跡・根岸山添遺跡』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第	�集
八戸市教育委員会 ���� 『見立山 (�) 遺跡Ⅱ』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第	�集
八戸市教育委員会 ���� 『西長根遺跡』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第��集
八戸市教育委員会 ���� 『重地遺跡』 八戸市埋蔵文化財調査報告書第��集


－ －


第�章 中居林遺跡


��







－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


��


長久保 (２) 遺跡 縄文土器
図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
9 1 SI�6 1層 深鉢 RL､ 異条 中期後半 32 1
9 2 SI�6 1層 深鉢 条痕 中末～後初 ２と３は同一個体 32 3
9 3 SI�6 1層 深鉢 条痕 中末～後初 ２と３は同一個体 2
10 1 SK�16 覆土 深鉢 RLR 中期 5
11 1 SK�32 2層 深鉢 隆帯貼付､ 沈線､ LR 中期・上層e LR､隆線､沈線の順に施文｡ 32 6
11 2 SK�32 2層 深鉢 RL､ 外傾接合 中期 ５と同一個体 32 8
11 3 SK�32 2層 深鉢 RL 中期 9
11 4 SK�32 3層 深鉢 RL､ 海綿骨針 中期 10
11 5 SK�32 2層 深鉢 RL 中期 ２と同一個体 32 7
11 6 SK�32 3層 深鉢 RLタテ 中期 32 11
12 1 SK�33 1層 深鉢 RLナナメ 中期 32 12
13 1 SK�34 2層 深鉢 LRタテ､ 海綿骨針 中期 32 13
14 1 SK�36 1層 深鉢 LRタテ､ 口縁内湾 中期 32 14
14 2 SK�36 1層 深鉢 LRタテ､ 海綿骨針 中期 32 16
14 3 SK�36 1層 深鉢 LRL､ 海綿骨針､ 外傾接合 中期 ３と４は同一個体 17
14 4 SK�36 1層 深鉢 LRLヨコ､ 海綿骨針 中期 ３と４は同一個体 32 15
16 1 J�12 Ⅱ層 深鉢 LR 中期・上層d 32 114
16 2 G�12 Ⅲ層 深鉢 LRヨコ 中期・上層e 32 78
16 3 H�8 Ⅲ層 深鉢 RL？ 中期・上層d 82
16 4 J�13 Ⅱ層 深鉢 口縁L押圧 中期・上層e 32 115
16 5 J�12 Ⅱ層 深鉢 口縁LR回転 中期・上層e 32 113
16 6 J�12 Ⅱ層 深鉢 口縁キザミ､ LR 中期・上層e 32 112
16 7 G�11 Ⅱ層 深鉢 RL､ 刺突 中期・最花 ７～９は同一個体 32 71
16 8 G�11 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期・最花 ７～９は同一個体 32 74
16 9 F�9 Ⅲ層 深鉢 竹管刺突､ LRタテ 中期・最花 ７～９は同一個体 32 46
16 10 F�9 Ⅲ層 深鉢 沈線､ RLタテ 中期・最花 32 38
16 11 H�10 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期・最花 11と12は同一個体 32 88‐1
16 12 H�10 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期・最花 11と12は同一個体 32 88‐2
16 13 G�11 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期・最花 32 73
16 14 E�9 Ⅲ層 深鉢 沈線､ RLRタテ､ 外傾接合 中期・最花 32 27
16 15 G�10 Ⅲ層 深鉢 沈線､ RL 中期・最花 32 68
16 16 H�9 Ⅲ層 深鉢 RL 中期・最花 32 87
16 17 G�10 Ⅲ層 深鉢 沈線､ RL 中期・最花 69
16 18 G�10 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期・最花 32 67
16 19 G�10 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中期・最花 32 70
16 20 G�10 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期・最花 65
16 21 G�11 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期・最花 77
16 22 H�9 Ⅲ層 深鉢 RLタテ､ 波状口縁 中期・最花 85
16 23 F�9 Ⅲ層 深鉢 LR 中期 50
16 24 K�9 Ⅲ層 深鉢 RLタテ､ 海綿骨針 中期 116
16 25 F�9 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期 25～27は同一個体 32 34‐1
16 26 F�9 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期 25～27は同一個体 32 34‐2
16 27 F�9 Ⅲ層 深鉢 RLヨコ 中期 25～27は同一個体 32 34‐3
16 28 G�9 Ⅲ層 深鉢 折返し口縁､RLRタテ､海綿骨針 中期 32 56
16 29 H�9 Ⅲ層 深鉢 LRL､ 海綿骨針､ 折返し口縁 中期 32 86
16 30 K�9 Ⅲ層 深鉢 LR 中期 119
16 31 J�9 Ⅲ層 深鉢 LRL､ 海綿骨針､ 口唇面取り 中期 32 107
16 32 H�9 Ⅲ層 深鉢 RLR､ 海綿骨針､ 口唇面取り 中期 32 83
16 33 G�9 Ⅲ層 深鉢 無文､ 口唇面取り 中期 33 57
16 34 F�10 Ⅲ層 深鉢 無文 中期 53
16 35 F�9 Ⅲ層 深鉢 無文､ 海綿骨針 中期 33 35
16 36 G�9 Ⅲ層 深鉢 無文 中期 33 58
16 37 H�9 Ⅲ層 深鉢 無文､ 海綿骨針 中期 84
17 1 I�11 Ⅲ層 深鉢 LR 中期 103
17 2 E�9 Ⅲ層 深鉢 LRヨコ 中期 25
17 3 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ､ 海綿骨針 中期 47
17 4 E�9 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ 中期 31
17 5 E�9 Ⅲ層 深鉢 LR 中期 26
17 6 G�9 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ､ 海綿骨針 中期 32 60
17 7 J�11 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ 中期 110
17 8 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ 中期 36
17 9 D�12 風倒木 深鉢 LRナナメ 中期 32 19
17 10 I�9 Ⅲ層 深鉢 LRナナメ 中期 99
17 11 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 49
17 12 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 51
17 13 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 41
17 14 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 37
17 15 G�10 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 32 66
17 16 I�13 Ⅱ層 深鉢 LRタテ､ 外傾接合 中期 32 105
17 17 I�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 98
17 18 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 42
17 19 F�9 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 40
17 20 H�11 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中期 92
17 21 E�3 Ⅲb層 深鉢 RLRヨコ､ 海綿骨針 中期 20
17 22 G�9 Ⅲ層 深鉢 RLR 中期 61
17 23 I�10 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ､ 海綿骨針 中期 100
17 24 I�11 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ､ 海綿骨針 中期 32 102
17 25 K�9 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ 中期 120
17 26 J�9 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ､ 海綿骨針 中期 117
17 27 G�9 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ､ 海綿骨針 中期 32 59
17 28 G�8 Ⅲ層 深鉢 無節L､ 上部ケズリ 中期 54
17 29 K�9 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 118
17 30 G�10 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 63
17 31 I�8 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 95
17 32 H�10 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 91
17 33 H�13 Ⅱ層 深鉢 RL 中期 94
17 34 H�10 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 89
17 35 H�8 Ⅲ層 深鉢 RL､ 海綿骨針 中期 80
17 36 E�9 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期 28
17 37 I�10 Ⅱ層 深鉢 RLタテ？ 中期 沈線ではない 101
17 38 G�10 Ⅱ層 深鉢 RLタテ､ 海綿骨針 中期 64
17 39 G�11 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期 76
17 40 G�11 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中期 40と41は同一個体 72







－ －


遺物観察表


��


図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
17 41 G�11 Ⅲ層 深鉢 RL 中期 40と41は同一個体 75
17 42 H�8 Ⅰ層 深鉢 LRL 中期 79
17 43 H�8 Ⅲ層 深鉢 LRL､ 海綿骨針 中期 81
17 44 E�9 Ⅲ層 深鉢 LRLヨコ､ 海綿骨針 中期 23
17 45 I�9 Ⅲ層 深鉢 無文ミガキ､ 内：板ナデ 後期・十腰内Ⅰ 47と同一個体か 33 97
17 46 F�9 Ⅲ層 深鉢 無文 中期 44
17 47 I�8 Ⅲ層 深鉢 無文ミガキ 後期・十腰内Ⅰ 45と同一個体か 96
17 48 F�9 Ⅲ層 深鉢 無文 後期・十腰内Ⅰ 48


18 1 E�10 Ⅲ層 深鉢 外：RLヨコ､ 底部付近ナデ､
内：スス､ 底：ミガキ 中期 外傾接合？底径8.4㎝ 33 33


18 2 H�13 Ⅱ層 深鉢 結節 中期 93
18 3 E�9 Ⅲ層 深鉢 無文 中期 29
18 4 I�13 カクラン 深鉢 ケズリ､ 底：網代 中期 104
18 5 F�11 Ⅲ層 深鉢 単軸絡条体､ 底部付近ケズリ 中期 32 52
18 6 E�9 Ⅲb層 深鉢 無文ナデ､ 底部ナデ 中期 底径12.2㎝ 33 21


長久保 (２) 遺跡 陶磁器
図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 産地 図版 整理番号
― ― H－９ Ⅱ層 瓦質土器・焜炉？ 雷文風の文様 33 A
― ― J－９ Ⅰ層 33 B
― ― H－９ Ⅰ層 磁器・碗 染付 18世紀後半 肥前系 33 C
― ― G－９ Ⅰ層 磁器・皿？ 青磁 近世 不明 33 D
― ― G－９ Ⅰ層 磁器・碗 染付 19世紀半ば～幕末 瀬戸・美濃系 33 E
― ― F－10 Ⅱ層 陶器・すり鉢 鉄釉 不明 不明 33 F


長久保 (２) 遺跡 石器 (図版33・34)
図 番号 種別 出土区 層位 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重さ(g) 石質 備考 整理番号
8 1 磨石類 SI�5 1層 9.5 8.5 6.5 734.8 ヒン岩 磨り痕､ 片面使用 3
8 2 磨石類 SI�5 1層 10.7 9.7 5.8 927.2 チャート 敲き痕 2
8 3 石皿 SI�5 1層 26.8 17.0 4.7 3052.9 砂岩 磨り痕 1
9 4 磨石類 SI�6 3層 15.7 9.4 5.0 1131.6 粗粒玄武岩 磨り痕 4
19 1 原石 G�8 Ⅲ層 28.5 23.5 12.0 12.6 玉髄質珪質頁岩 加工痕なし 7
19 2 石鏃 I�13 Ⅰ層 25.5 16.0 3.0 0.8 頁岩 無茎 10
19 3 石匙 G�8 Ⅲ層 80.0 31.5 13.0 19.9 頁岩 縦型石匙 8
19 4 二次調整のある剥片 G�9 Ⅰ層 49.0 59.5 15.0 19.1 頁岩 削器 9
19 5 磨製石斧 C�12 Ⅱ層 8.7 5.2 3.6 225.5 粗粒玄武岩 7
19 6 磨製石斧 H�8 Ⅲ層 8.1 4.4 2.0 105.8 ホルンフェルス 定角式 18
19 7 磨石類 D�12 Ⅲ層 8.1 4.9 2.2 144.3 輝緑岩 磨り痕 9
19 8 磨石類 H�10 Ⅲ層 7.9 5.8 5.3 297.4 緑色凝灰岩 (古期) 磨り痕 23
19 9 磨石類 H�10 Ⅲ層 13.0 8.8 5.3 8481.0 砂岩 磨り痕 22
19 10 磨石類 F�9 Ⅲ層 6.2 3.5 1.9 49.8 安山岩 敲き痕 14
19 11 磨石類 H�9 Ⅲ層 5.0 5.1 4.7 149.7 閃緑岩 敲き痕 20
20 12 磨石類 D�10 Ⅲ層 14.0 7.4 3.5 451.8 砂岩 磨り痕 8
20 13 磨石類 F�9 Ⅲ層 10.2 9.7 7.7 1060.3 凝灰質礫岩 磨り痕 12
20 14 磨石類 H�10 Ⅲ層 18.4 8.8 5.7 1423.0 安山岩 敲き痕 21
20 15 砥石 K�10 Ⅲ層 6.9 6.4 1.5 135.2 砂岩 30
20 16 砥石 J�9 Ⅲ層 8.7 5.2 2.7 103.0 溶結凝灰岩 石皿を再利用 27
20 17 砥石 J�10 Ⅲ層 6.7 5.0 3.3 90.4 溶結凝灰岩 石皿を再利用 28
20 18 石皿 H�9 Ⅲ層 4.6 5.9 3.4 53.7 凝灰質砂岩 19
20 19 石皿 I�11 Ⅲ層 4.7 7.5 3.4 98.9 溶結凝灰岩 26
20 20 石皿 H�8 Ⅲ層 6.5 5.7 2.8 103.7 溶結凝灰岩 17


中居林遺跡 縄文土器
図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
37 1 SK�4 7層 深鉢 RL 中～後期 1
37 2 SK�11 2層 深鉢 沈線､LRタテ､海綿骨針､口唇面取り 中期末 35 3
37 3 SK�11 確認面 深鉢 RLR､ 口唇面取り気味にナデ 中期末 ５と同一個体 35 2‐1
37 4 SK�11 確認面 深鉢 RLR 中～後期 4
37 5 SK�11 確認面 深鉢 RLR 中期末 ３と同一個体 2‐2
37 6 SK�13 � 深鉢 折返し口縁､ RL 中期末～後期 35 6
37 7 SK�13 � 深鉢 RL､ 海綿骨針 中～後期 5
37 8 SK�13 � 深鉢 RLR 中期末～後期 クサリ礫含む 7
37 9 SK�14 6層 深鉢 単軸絡条体1類(R) 前期・円筒下層 繊維含む 35 8
37 10 SK�16 1層 深鉢 RLR？ 中期末～後期 10
37 11 SK�16 1層 深鉢 RLR 中期末～後期 9
37 12 SK�19 最下層 深鉢 RL 中～後期 11
37 13 SK�19 最下層 深鉢 RLナナメ 中～後期 12
37 14 SK�19 最下層 深鉢 LRタテ？ 中～後期 13
37 15 SK�19 最下層 深鉢 海綿骨針､ 底部：網代痕 中～後期 14
37 16 SK�26 4層 深鉢 LR 中～後期 15
37 17 SK�29 1層 深鉢 RL 中期末～後期 16


38 1 SK�30 � 深鉢
外：RLヨコ､ 底部付近ケズリ､ 内：
口縁付近ヨコナデ､ 胴部中位タテミ
ガキ､ 口唇：面取り､ 底部：笹葉痕


後期初頭 口径：20.8㎝､ 器高：25.4
㎝､ 底径：9.6㎝ 34 17


38 2 SK�30 底面 深鉢 RLヨコ､ 外：黒斑､ 内：スス､ マ
メツ､ 口唇：面取り､ 底部：網代痕 後期初頭 口径：29㎝､ 器高：41.2㎝､


底径：10.4㎝ 34 18
41 1 SK�42 1層 深鉢 LR､ 海綿骨針 前期・円筒下層 繊維含む 19
49 1 � Ⅲｂ層 深鉢 結節回転､ 隆帯(R押圧) 前期・円筒下層 １と２は同一個体､繊維含む 35 44
49 2 � � 深鉢 単軸絡条体1類(R) 前期・円筒下層 １と２は同一個体､繊維含む 35 42
49 3 � � 深鉢 隆帯､ RL？ 中～後期 38・39
49 4 � � 深鉢 RLRナナメ 中～後期 35 35
49 5 � � 深鉢 多条､ RL 中期後半？ 36
49 6 � � 深鉢 RL､ 海綿骨針 中～後期 37
49 7 � � 深鉢 RL 中～後期 41
49 8 � � 深鉢 RLR 中～後期 34
53 1 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 隆帯貼付､ LR 中期・上層d 裏面抉り 35 49
53 2 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 RLR 中期後葉 35 51
53 3 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 RLR 中期後葉 35 50
53 4 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 RL､ 細沈線 中末～後初 35 55
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長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡
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図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
53 5 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 LR､ 沈線､ 海綿骨針 中末～後初 35 82
53 6 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 沈線 中末～後初 81
53 7 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 ミガキ 中～後期 35 67
53 8 トレンチ2 Ⅲ層 鉢 無文､ 口唇面取り 中～後期 35 64
53 9 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 LR 中～後期 85
53 10 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 LR 中～後期 73
53 11 トレンチ2 Ⅲ層 鉢？ LR 中～後期 70
53 12 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ 中～後期 75
53 13 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 RL 中～後期 77
53 14 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 RLナナメ 中～後期 60
53 15 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 RLタテ 中～後期 53
53 16 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 RLナナメ 中～後期 76
53 17 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 LRL 中～後期 71
53 18 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 無文 中～後期 47
53 19 トレンチ2 Ⅲ層 深鉢 表裏：ハケメ状の板状工具調製 中～後期 72
53 21 トレンチ2 Ⅰ層 深鉢 口縁突起､ 内外面に三角の抉り 晩期・大洞A 35 45
53 22 トレンチ2 Ⅰ層 壷 LR 晩期 48
55 1 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR(0段多条)､ 海綿骨針 前期前葉？ 丸底底部付近 35 190
55 2 トレンチ8 Ⅲ層 深鉢 LRタテ､ 細沈線 中期・最花？ 187
55 3 トレンチ12 Ⅲ層 壷？ LR 中末～後初 35 223
55 4 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 LR充鎮 中末～後初 35 175
55 5 トレンチ8 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 35 188
55 6 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 LR 中末～後初 238
55 7 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 RL 中末～後初 35 228
55 8 トレンチ4 Ⅰ層 鉢？ 鍵の手状の文様 中末～後初 35 117
55 9 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 LR 中末～後初 123
55 10 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 LR 中末～後初 35 122
55 11 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 35 165
55 12 トレンチ4 表採 深鉢 RL､ 口唇面取り 中末～後初 35 264
55 13 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 RLタテ､ 直前段多条 中末～後初 35 226
55 14 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 35 162
55 15 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR､ 口唇面取り 中末～後初 35 156
55 16 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 35 159
55 17 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 隆帯上LR 中末～後初 35 100
55 18 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 RL 中末～後初 35 151
55 19 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 隆帯上LR 中末～後初 35 107
55 20 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LR 中末～後初 35 109
55 21 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR､ 海綿骨針 中末～後初 35 163
55 22 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 海綿骨針 中末～後初 142
55 23 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 無文､ 隆帯､ 口唇面取り 中末～後初 36 221
55 24 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 貼付隆帯 中末～後初 36 218
55 25 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 隆帯 中末～後初 213
55 26 トレンチ5 Ⅲ層 深鉢 隆帯 中末～後初 26と27は同一個体 36 127‐2
55 27 トレンチ5 Ⅲ層 深鉢 隆帯 中末～後初 26と27は同一個体 36 127‐1
55 28 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 隆帯 中末～後初 36 166
55 29 トレンチ7 Ⅲ層 小型土器 無文 中末～後初 36 158
55 30 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 貼付隆帯 中末～後初 209
55 31 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 隆帯上刺突 中末～後初 169
55 32 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 円形貼付､ 隆帯上キザミ 中末～後初 36 200
55 33 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 海綿骨針 中末～後初 36 101
55 34 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 36 145
55 35 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 隆帯状の肥厚､ 円形抉り 中末～後初 36 254
55 36 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 隆帯 中末～後初 36 174
55 37 トレンチ8 Ⅱ層 不明 底面は楕円形？底部に高台状の突出 中末～後初 37と38は同一個体 35 182
55 38 トレンチ8 Ⅲ層 不明 隆帯 中末～後初 37と38は同一個体 36 186
55 39 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 LRナナメ､ 沈線 中末～後初 36 234
55 40 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 沈線 中末～後初 36 124
55 41 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 海綿骨針 中末～後初 43と同一個体 36 110
55 42 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 沈線 中末～後初 177
55 43 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 海綿骨針 中末～後初 41と同一個体 36 111
55 44 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 沈線 中末～後初 128
55 45 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 無文､ 笹葉痕 中末～後初 底径：6.2㎝ 37 147
55 46 トレンチ8 Ⅱ層 深鉢 沈線 中末～後初 183
55 47 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無文､ ミガキ 中末～後初 207
55 48 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR､ 沈線､ 刺突､ 口唇は欠損 中末～後初 36 189
55 49 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 刺突､ 海綿骨針 中末～後初 210
55 50 トレンチ7 Ⅱ層 鉢 LRタテ 中末～後初 36 148
56 1 トレンチ7 Ⅲ層 鉢 外：刺突､ 口唇：面取り､ 内：


ミガキ､ ハジケ 中末～後初 植物の先端での刺突か？ 35 167‐1
56 2 トレンチ7 Ⅲ層 鉢 刺突 中末～後初 １～４は同一個体 167‐3
56 3 トレンチ7 Ⅲ層 鉢 刺突 中末～後初 １～４は同一個体 167‐5
56 4 トレンチ7 Ⅰ層 鉢 刺突 中末～後初 １～４は同一個体 167‐4
56 5 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 竹管状工具のスタンプ文 中末～後初 36 176
56 6 トレンチ8 Ⅲ層 深鉢 折返し口縁､ LR､ 海綿骨針 中末～後初 36 180
56 7 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 無節L(多条)､ 口唇面取り 中末～後初 36 168
56 8 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ押圧､ 口唇面取り 中末～後初 36 66
56 9 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 口唇面取り 中末～後初 143
56 10 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ？､ 口唇面取り 中末～後初 146
56 11 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ､ 口唇面取り 中末～後初 36 220
56 12 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 RLRタテ､ 口唇面取り 中末～後初 36 102
56 13 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 RLタテ､ 口唇面取り 中末～後初 36 141
56 14 トレンチ8 Ⅱ層 深鉢 RLタテ､ 口唇面取り 中末～後初 36 181
56 15 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 36 235
56 16 トレンチ6 � 深鉢 LRタテ 中末～後初 138
56 17 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 36 247
56 18 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 36 219
56 19 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ 中末～後初 36 250
56 20 トレンチ6 Ⅲ層 深鉢 RLR？ナデ消し 中末～後初 36 137
56 21 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 RLRタテ 中末～後初 36 249
56 22 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 RLタテ 中末～後初 230
56 23 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 LR､単軸絡条体2類(R)､口唇面取り 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 36 246‐1・2
56 24 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 LR､ 単軸絡条体2類(R)､ 波状


口縁､ 頂部：キザミ 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 36 248
56 25 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 単軸絡条体2類(R) 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 246‐5～7
56 26 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 単軸絡条体2類(R) 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 253
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図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
56 27 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 単軸絡条体2類(R) 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 252
56 28 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 単軸絡条体2類(R) 後期・十腰内Ⅰ 23～28は同一個体 246‐3・4
56 29 トレンチ14 Ⅲ層 壷 無文､ ミガキ 後期・十腰内Ⅰ 29と30は同一個体 241
56 30 トレンチ14 Ⅰ層 壷 無文､ 底部付近ミガキ 後期・十腰内Ⅰ 29と30は同一個体 242
56 31 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 外面､ 底部：ケズリ 中末～後初 37 251
56 32 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 RLタテ､ 木葉痕 中末～後初 37 222
56 33 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 LRタテ､ 網代 中末～後初 170
56 34 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 160
56 35 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 157
56 36 トレンチ6 Ⅲ層 深鉢 無文 中末～後初 132
56 37 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 無文 中末～後初 121
56 38 トレンチ6 Ⅲ層 深鉢 無文 中末～後初 37 133
57 1 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 164
57 2 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LR､ 外傾接合 中末～後初 36 106
57 3 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 LR？ 中末～後初 125
57 4 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 LR､ 海綿骨針 中末～後初 237
57 5 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LR 中末～後初 113
57 6 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 補修孔､ LR 中末～後初 239
57 7 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR 中末～後初 199
57 8 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR 中末～後初 197
57 9 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR､ 多条 中末～後初 195
57 10 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LR､ 多条 中末～後初 215
57 11 トレンチ8 Ⅲ層 深鉢 LR 中末～後初 185
57 12 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ､ 結節 中末～後初 155
57 13 トレンチ5 Ⅱ層 深鉢 LRタテ､ 海綿骨針 中末～後初 126
57 14 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 LRタテ､ 海綿骨針 中末～後初 171
57 15 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 149
57 16 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 224
57 17 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 225
57 18 トレンチ8 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 異条 中末～後初 179
57 19 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 144
57 20 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 227
57 21 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ(0段多条)､ 海綿骨針 中末～後初 104
57 22 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 LRタテ､ 海綿骨針 中末～後初 173
57 23 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 103
57 24 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 154
57 25 トレンチ8 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 184
57 26 トレンチ6 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 多条 中末～後初 129
57 27 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 229
57 28 トレンチ7 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 150
57 29 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 152
57 30 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 LRタテ(多条)､ 海綿骨針 中末～後初 236
57 31 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 205
57 32 トレンチ6 Ⅲ層 深鉢 LRタテ？マメツ 中末～後初 134
57 33 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 115‐1
57 34 トレンチ7 Ⅱ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 153
57 35 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 多条 中末～後初 114
57 36 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 結節 中末～後初 115‐2
57 37 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 202
57 38 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 196
57 39 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ (0段多条) 中末～後初 206
57 40 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ､ 多条 中末～後初 214
57 41 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 255
57 42 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ(0段多条)､ 海綿骨針 中末～後初 211
57 43 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 LRタテ 中末～後初 217
57 44 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 RLR 中末～後初 192
57 45 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 RLRタテ 中末～後初 36 105
58 1 トレンチ6 � 深鉢 無節Lタテ 中末～後初 139
58 2 トレンチ5 Ⅰ層 深鉢 無節Lタテ 中末～後初 130
58 3 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無節Lタテ 中末～後初 204
58 4 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無節Lタテ 中末～後初 203
58 5 トレンチ6 Ⅰ層 深鉢 RL 中末～後初 136
58 6 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 RL､ 外傾接合 中末～後初 258
58 7 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 RL､ 海綿骨針 中末～後初 172
58 8 トレンチ7 Ⅲ層 深鉢 RL､ 海綿骨針 中末～後初 161
58 9 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 RL？マメツ 中末～後初 201
58 10 トレンチ6 Ⅲ層 深鉢 RL､ 多条 中末～後初 135
58 11 トレンチ12 Ⅲ層 深鉢 RL､ 結節 中末～後初 231
58 12 トレンチ6 Ⅰ層 深鉢 RLナナメ 中末～後初 131
58 13 トレンチ4 Ⅰ層 深鉢 RLタテ､ 多条 中末～後初 36 108
58 14 トレンチ14 Ⅰ層 深鉢 RLタテ､ 海綿骨針 中末～後初 14と15は同一個体 240
58 15 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 RLタテ､ 海綿骨針 中末～後初 14と15は同一個体 256
58 16 トレンチ7 Ⅲｂ層 深鉢 RLタテ 中末～後初 178
58 17 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 RLタテ 中末～後初 208
58 18 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無文 中～後期 191
58 19 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無文 中～後期 193
58 20 トレンチ12 Ⅰ層 深鉢 無文 中～後期 194
58 21 トレンチ14 Ⅲ層 深鉢 無文､ ミガキ､ 外傾接合 中～後期 257
60 1 トレンチ18 Ⅰ層 深鉢 LR､ 海綿骨針 中末～後初 36 261
60 2 トレンチ18 Ⅱ層 深鉢 沈線 中末～後初 36 262
61 1 トレンチ24 Ⅲｂ層 深鉢 LR押圧､ 繊維混入 前期・円筒下層 36 28
61 2 トレンチ24 Ⅲｂ層 深鉢 口唇：刺突､ 口縁：不明縄文 前期・円筒下層？ 36 27
61 3 トレンチ23 Ⅲ層 深鉢 RLR､ 沈線､ 海綿骨針 中期・最花 36 26
61 4 テレビ塔付近 � 深鉢 LRL､ 沈線 中期・最花 32
61 5 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 LR 中～後期 24‐5
61 6 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 LR？(うすい) 中～後期 25
61 7 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 RL？ 中～後期 24‐4
61 8 テレビ塔付近 � 深鉢 LRタテ 中～後期 31
61 9 トレンチ19 Ⅲｂ層 深鉢 LRタテ､ 外傾接合 中～後期 21
61 10 テレビ塔付近 � 深鉢 LRタテ 中～後期 33
61 11 トレンチ20 Ⅲｂ層 深鉢 RLタテ 中～後期 23
61 12 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 RL 中～後期 12と13は同一個体 24‐2
61 13 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 RL 中～後期 12と13は同一個体 24‐3
61 14 トレンチ21 Ⅲｂ層 深鉢 RL 中末～後初 24‐1
61 15 テレビ塔付近 � 浅鉢 LR 中末～後初 高台付 29・30







－ －


長久保 (�) 遺跡Ⅱ・中居林遺跡


���


図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
61 16 トレンチ20 Ⅲｂ層 深鉢 沈線 中末～後初 22


中居林遺跡 弥生土器
図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
53 20 � � 浅鉢？ RL､ 海綿骨針､ 半截竹管刺突 弥生？ 37 84
53 23 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL､ 海綿骨針 前期後葉 80
53 24 トレンチ2 Ⅲ層 浅鉢 波頂部にキザミ､ 沈線 前期後葉 37 68
53 25 トレンチ2 Ⅲ層 浅鉢 沈線､ 横長の刺突 前期後葉 37 74
53 26 トレンチ2 Ⅰ層 浅鉢 沈線､ RLタテ 前期後葉 37 62
53 27 トレンチ2 Ⅲ層 浅鉢 沈線 前期後葉 89
53 28 トレンチ2 Ⅲ層 蓋 RL(RLR？) 前期後葉 赤色顔料塗布 37 79
53 29 トレンチ2 Ⅲ層 壷 沈線､ 刺突､ 体部に縄文RL？ 前期後葉 37 78
53 30 トレンチ2 Ⅰ層 壷 沈線､ 刺突 前期後葉 37 58
53 31 トレンチ2 Ⅲ層 壷 沈線､ 刺突､ RL､ 海綿骨針 前期後葉 37 87
53 32 トレンチ2 Ⅲ層 壷 LR？ 前期後葉 37 86


53 33 トレンチ2 Ⅰ層 甕 RLナナメ､ 口縁外端：キザミ､
沈線､ 口唇：RL回転 中期後～後期前 37 46


53 34 トレンチ2 Ⅲ層 甕 沈線､ RL､ 口唇キザミ 中期後～後期前 37 65
53 35 トレンチ2 Ⅲ層 甕 沈線､ RL 中期後～後期前 37 83
53 36 トレンチ2 Ⅲ層 甕 沈線､ RL､ 刺突 中期後～後期前 37 90
53 37 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL､ 沈線 中期後～後期前 88
53 38 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL､ 山形沈線 中期後～後期前 37 93
53 39 トレンチ2 Ⅰ層 甕 RLナナメ､ 海綿骨針 中期後～後期前 37 59
53 40 トレンチ2 Ⅲ層 甕 交互刺突 中期後～後期前 37 99
53 41 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RLナナメ､ 弧線､ 海綿骨針 中期後～後期前 37 97
53 42 トレンチ2 Ⅰ層 甕 弧線 中期後～後期前 42・43は同一個体 37 63
53 43 トレンチ2 Ⅰ層 甕 表：条痕､ 沈線､ 裏：板ナデ 中期後～後期前 42・43は同一個体 37 54
53 44 トレンチ2 Ⅲ層 甕 LR 弥生 96
53 45 トレンチ2 Ⅲ層 甕 LR 弥生 95
53 46 トレンチ2 Ⅰ層 甕 LR 弥生 57
53 47 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL 弥生 92
53 48 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL 弥生 94
53 49 トレンチ3 Ⅲ層 甕 RL 弥生 98
53 50 トレンチ2 Ⅰ層 甕 RL､ ナデ消し 弥生 56
53 51 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL 弥生 37 91
53 52 トレンチ2 Ⅲ層 甕 RL 弥生 69
53 53 トレンチ2 Ⅰ層 不明 表：擦痕状の沈線､ 裏：繊維状


のスジとナデ 弥生？ 蓋の可能性がある 37 61
58 22 トレンチ4 Ⅰ層 甕 沈線 中期後～後期前 37 112
58 23 トレンチ4 Ⅰ層 甕か壷 沈線､ 海綿骨針 中期後～後期前 90°右回転が正位置か？ 37 116


中居林遺跡 土師器
図 番号 出土区 層位 器種 特徴 時期 備考 図版 整理番号
53 54 トレンチ2 Ⅰ層 甕 外：ケズリ､ 内：ナデ 奈良～平安 37 52
60 3 トレンチ18 Ⅰ層 甕 外：ケズリ､ 内：ハケメ 奈良～平安 37 260
60 4 トレンチ27 Ⅲ層 甕 外：ミガキ､ 内：ハケメ 奈良～平安 263


中居林遺跡石器 (図版38：図54－８～10､ 61－17は掲載していない)
図 番号 種別 出土区 層位 長さ(㎜) 幅(㎜) 厚さ(㎜) 重さ(g) 石質 備考 整理番号
37 18 二次調整のある剥片 SK�30 底面 76.0 42.0 23.0 38.1 削器 21
54 1 石鏃 トレンチ２ － 38.5 13.0 11.5 5.3 碧玉 未成品､ 両面加工 6
54 2 石匙 トレンチ３ Ⅲ層 30.5 60.0 10.5 15.5 珪質頁岩 横型石匙 18
54 3 二次調整のある剥片 トレンチ２ － 39.5 35.5 16.0 15.9 珪質頁岩 削器 3
54 4 二次調整のある剥片 トレンチ２ － 26.0 33.0 16.5 7.6 石英 削器､片面一縁側に刃部形成 11
54 5 二次調整のある剥片 トレンチ２ － 17.5 25.0 8.5 3.4 珪質頁岩 削器 14
54 6 二次調整のある剥片 トレンチ２ － 24.0 20.5 5.5 2.1 珪質頁岩 削器 9
54 7 両極剥片 トレンチ２ － 19.0 19.5 6.0 1.4 珪質頁岩 楔形石器 2
54 8 両極剥片 トレンチ２ － 31.0 35.5 10.0 9.6 珪質頁岩 楔形石器 5
54 9 両極剥片 トレンチ２ － 41.0 25.0 9.0 6.8 珪質頁岩 8
54 10 剥片 トレンチ２ － 23.5 30.0 6.0 3.4 碧玉 調整剥片 15
54 11 磨製石斧 トレンチ１ － 11.7 4.7 2.4 206.1 粗粒玄武岩 36
54 12 磨石類 トレンチ１ Ⅲ層 12.8 5.8 3.7 415.2 砂岩 側面の片側に敲き痕 35
54 13 磨石類 トレンチ２ Ⅰ層 6.7 10.0 4.7 457.9 粗粒玄武岩 側面の片側に敲き痕､欠損品 37
59 3 二次調整のある剥片 トレンチ８ Ⅱ層 77.5 33.0 22.5 33.4 頁岩 掻器 20
59 4 磨石類 トレンチ８ Ⅲ層 14.7 9.1 3.8 526.2 砂岩 側面１ヶ所使用 44
59 5 磨石類 トレンチ５ Ⅱ層 11.0 7.8 3.9 477.1 ホルンフェルス 片面使用､ 敲き痕 40
59 6 石皿 トレンチ７ Ⅲ層 11.4 8.7 4.3 368.0 凝灰質砂岩 42
59 7 石皿 トレンチ12 Ⅲ層 20.9 11.5 7.6 3031.5 安山岩 45
61 17 砥石 テレビ塔付近 － 9.9 8.4 2.9 253.3 砂岩 片面使用､磨り痕､敲き痕 50


中居林遺跡 土製品・石製品ほか
図 番号 出土区 層位 種別 特徴 時期 備考 図版 整理番号
37 19 SK－30 内側土器内 アスファルト塊 貝殻で成型 縄文後期初頭 副葬品 38 ‐
41 2 掘立 P6 確認面 円盤状土製品 土器片加工 円筒下層 繊維含む 38 20
59 1 トレンチ４ Ⅰ層 鐸形土製品 沈線､ LR､ 貫通孔 縄文後期 38 ‐
59 2 トレンチ７ Ⅱ層 円盤状土製品 土器片加工 縄文後期 無文 38 ‐
60 5 トレンチ18 Ⅱ層 軽石製石製品 側面を面取り 縄文または古代 38 ‐







全景 (南から)


全景 (西から)
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長久保 (�) 遺跡
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図版�







第�号竪穴住居跡 全景 (北から)


第�号竪穴住居跡 土層 (北東から) 第�号竪穴住居跡 完掘 (南東から)


第�号竪穴住居跡 土層 (北東から) 第�号竪穴住居跡 完掘 (北西から)


－ －


長久保 (�) 遺跡
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図版�







第�号竪穴住居跡 全景 (北から)


第�号土坑 炭化材出土状況 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


長久保 (�) 遺跡
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図版�







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南西から)


第��号土坑 土層 (東から) 第��号土坑 完掘 (西から)
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長久保 (�) 遺跡
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図版�







第��号土坑 土層 (東から) 第��号土坑 完掘 (西から)


基本層序 (Ａ－Ｂライン)


調査前風景 (南東から) 調査風景
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長久保 (�) 遺跡
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図版�







全景 (南西から新井田川を望む)


全景 (北東から長久保 (�) 遺跡を望む)
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中居林遺跡
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図版�


長久保 (�) 遺跡


糠塚小沢遺跡







南区・北区 (真上から)


遺跡周辺航空写真 (����年：国土地理院)


－ －


中居林遺跡
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図版�


長久保 (�) 遺跡


中居林遺跡







基本層序 南区


基本層序 �トレンチ
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中居林遺跡
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図版�







第�号土坑 土層 (西から) 第�号土坑 完掘 (北から)


第�号土坑 土層 (南西から) 第�号土坑 完掘 (北から)


第�号土坑 土層 (北西から) 第�号土坑 完掘 (北西から)


第�号土坑 土層 (北西から) 第�号土坑 完掘 (北西から)


－ －


中居林遺跡
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図版� 南区







第�号土坑 土層 (南西から) 第�号土坑 完掘 (西から)


第�号土坑 土層 (東から) 第�号土坑 土層 (東から)


第� (右) ・� (左) 号土坑 完掘 (東から) 第�号土坑 完掘 (北西から)


第�号土坑 土層 (南から) 第�号土坑 完掘 (北西から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 南区







第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 完掘 (北東から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 南区







第��号土坑 土層 (北西から) 同左 地すべり下部 (南西から)


第��号土坑 完掘 (北西から) 第��号土坑 完掘 (南東から)


第��号土坑 土層 (北から) 第��号土坑 土層 (南から)


第��(手前) ・��(奥) 号土坑 完掘 (北から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 南区







第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 (北西から)


第��号土坑 土層 (北西から) 第��号土坑 完掘 (北から)


八戸火山灰で埋められた土坑 第��号土坑 土層 (北西から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 南区







第��号土坑 完掘 (北から) 第��号土坑 完掘 (東から)


第��号土坑 完掘 (北から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��(左) ・��(右) 号土坑 土層 (西から) 同左 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (西から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 南区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 完掘 (西から) 第��・��号土坑 土層 (南から)


第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 南区







第��号土坑 遺物出土状況 (西から)


同 遺物出土状況 同 入れ子土器確認状況


同 入れ子土器 (内側) 埋設状況 同 土器内の石器出土状況


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 南区







第��号土坑 土層 (西から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (北から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (西から) 第��号土坑 完掘 (北から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 南区







第��号土坑 土層 (西から) 第��号土坑 完掘 (南西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (北から) 第��号土坑 完掘 (北西から)


第��号土坑 土層 (北から) 第��号土坑 完掘 (北から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 南区







第��号土坑 完掘 (南から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 完掘 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


土坑群完掘状況 (西から) 土坑群完掘状況 (北西から)


調査風景 調査風景


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 南区







全景 (北東から)


掘立柱跡群と周辺土坑 (北東から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 北区







掘立柱跡群 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


同 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


同 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


同 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







掘立柱跡群 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


同 Ｐ� 土層 同 Ｐ� 完掘


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (北から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


－ －


中居林遺跡
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図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (西から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (東から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (北から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (西から)


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







第��号土坑 土層 (南から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 完掘 (西から) 第��号土坑 完掘 (南から)


第��号土坑 完掘 (南から) 斜面の土坑群


遺構検出状況 遺構検出作業


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 北区







�トレンチ Ⅳ層上面 �トレンチ Ⅳ層上面 �トレンチ Ⅳ層上面


�トレンチ �トレンチ �トレンチ


�トレンチ �トレンチ Ⅳ層上面 ��トレンチ


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 確認調査







��トレンチ ��トレンチ ��トレンチ


��トレンチ 土師器出土状況 西斜面調査風景


��トレンチ ��トレンチ ��トレンチ


－ －


中居林遺跡


���


図版�� 確認調査







－ －


長久保 (�) 遺跡


���


図版�� 長久保 (�) 遺跡出土遺物①







－ －


長久保 (�) 遺跡


���


図版�� 長久保 (�) 遺跡出土遺物②







－ －


長久保 (�) 遺跡・中居林遺跡


���


図版�� 長久保 (�) 遺跡出土遺物③・中居林遺跡出土遺物①







－ －


中居林遺跡
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図版�� 中居林遺跡出土遺物②







－ －


中居林遺跡
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図版�� 中居林遺跡出土遺物③







－ －


中居林遺跡


���


図版�� 中居林遺跡出土遺物④







－ －


中居林遺跡


���


図版�� 中居林遺跡出土遺物⑤







－ －���
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ふ り が な
所 収 遺 跡 名


ふ り が な
所 在 地


コ ー ド
旧日本測地系
(Tokyo Datum) 調査期間 調査面積 調査原因


市町村遺跡番号
北緯 東経


長
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県道八戸環状
線道路建設事
業に伴う事前
調査


����� ���	�


世界測地系
(JGD����)


北緯 東経


��°��′��″���°��′��″


ふ り が な
所 収 遺 跡 名


ふ り が な
所 在 地


コ ー ド
旧日本測地系
(Tokyo Datum) 調査期間 調査面積


市町村遺跡番号
北緯 東経


中居林
なかいばやし


遺
い


跡
せき


青森県
あおもりけん


八戸
はちのへ


市
し


大字
おおあざ


中居林
なかいばやし


字
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世界測地系
(JGD����)


北緯 東経


��°��′	″ ���°��′��″


所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項


長久保 (�) 遺跡 狩猟場
縄文時代
早～前期


落とし穴状遺構 �基
縄文土器・剥片石
器・礫石器・陶磁
器


����年調査区
の隣接地を発
掘調査した集落跡


縄文時代
中期


竪穴住居跡 �軒 土坑 �基


散布地 近世～近代


中居林遺跡 狩猟場
縄文時代
早～前期


落とし穴状遺構 �基


縄文土器・弥生土
器・土師器・剥片
石器・礫石器・ア
スファルト塊・土
製品・石製品・陶
磁器


第��号土坑底
面で入れ子状
に埋設された
土器が出土し､
土器内部には
剥片石器と貝
形のアスファ
ルト塊が埋納
されていた


集落跡
縄文時代
後期初頭


土坑 �基


縄文時代
時期不明


掘立柱跡 �群 土坑 ��基


弥生時代


古代 カマド �基


時代不明 土坑 ��基 ピット�基


要約


長久保 (�) 遺跡・中居林遺跡は､ 新井田川左岸の丘陵地に立地する｡
長久保 (�) 遺跡は����年調査区の隣接地を発掘調査し､ 縄文時代中期中葉～後葉にかけての
集落の広がりを確認した｡
中居林遺跡の本発掘調査では､ 南区で縄文時代のフラスコ状土坑群が検出された｡ このうち縄
文時代後期初頭の第��号土坑からは入れ子になった�個体の土器が発見され､ 入れ子の内側の土
器内部には剥片石器と貝形をしたアスファルト塊が納められていた｡ 北区では底部にピットを有
する土坑が多数検出されており､ 一部は縄文時代の掘立柱跡の可能性がある｡ 確認調査区域では
縄文時代中期末葉～後期初頭､ 弥生時代前期後葉､ 弥生時代中期後葉～後期前葉の良好な遺物包
含層を確認した｡ 弥生時代の遺構は未検出であるが､ 土器の出土量が多く､ 付近に集落が営まれ
ていた可能性が高い｡
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